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一
           「常 に時 代 の一 歩 先 を見 つ め て」

株式会社インターグループ

  代表取締役 小谷泰造

昨年 は 、AAMT初 代 会 長 の 長 尾 真 先 生 が 、 知 的情

報 処 理 分 野 で独 創 的 な研 究 と、そ の 実 用 化 に 多 大 な

貢 献 を され た こ とに 文 化 功 労 者 と して 選 ば れ た 大

変喜 ば しい年 で した。

ま た 、北 京 オ リン ピ ックの 開催 で 、中 ・日機 械 翻 訳

用 デ ー タ の拡 充 、音 声翻 訳機 の 実 証 実験 な ど も活 発

に行 われ た年 で も あ りま した。

2010年 開催 予 定 の 上海 万 博 も、 中 国 語 の需 要 を増

や してい くの は間 違 い あ りませ ん 。

弊 社 で も昨 年 、 「イ ン ターL海 」 を 開設 しま した。

現 在 、弊 社 の顧 問 で あ る 蘇徳 昌(ス ー ・ドゥチ ャ ン)

氏 が 中心 とな っ て 、北 京 大 学 とな らぶ 名 門 「復 日一大

学 」と協 力 して さま ざま な プ ロジ ェ ク トを進 め てお

ります 。

氏 は 、5年 前 に 国葬 で葬 られ 学 界 の知 日派 で 有 名 な

復 旦 大学 名誉 総 長蘇 歩 青(ス ー ・プー チ ン)先 生 の

ご 子息 で 昭和10年 に仙 台 で 生 まれ 、 小 ・中 学校 は

日本 で教 育 を受 け られ ま した,,北 京 大 学 を 卒 業後 、

復 艮大学 で教 授 を され 、1」中 圓 交 の 回復 と同 時 に そ

れ ま で の 専 門 で あ っ た 「力学 」 を 離れ 、 日本 語 教 育

者 と して活 躍 を始 め られ ま した。

とこ ろ で 、昨 年11月 に 大 阪 大学 で 人 と ロボ ッ ト、

ロボ ッ トと ロボ ッ トの コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を テ ー

マ に した 演劇 が 上 演 され ま した。エ ン ター テ イ メ ン

トと して だ け で な く、ロボ ッ トコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 実証 実験 と して も位 置 付 け られ て い る そ うです 。

ロボ ッ トは 舞 台 の ロ ボ ッ トと役 者 の 対 話 が 自 然 に

見 え る よ うに 、プ ロ グ ラム され て お り、 ロボ ッ トの

音 声 が 単調 で あ る に もか か わ らず 、人 との 距 離 や 話

し始 め る ま で の わず か な 問 の と り方 だ け で 、本,,,iに

感 情 が こめ られ た セ リフ へ と変 わ ります 。

聞 き返 した り、黙 っ て い た り、見1二げ た り、}}'rを少

しか しげ た り、人 間 の し ぐ さは こ とば に で きな いIIII.1r'.

か な 表現 力 を 持 っ て い る こ と を改 め て 感 じ させ て

くれ ます 。

日本 では 、能や 茶 道 を 始 め とす る伝 統 文化 に 、体 の

動 きや 視 線 で 感 情 や 意 味 を 表現 す る(相Fに 感 じさ

せ る)繊 細 さが 息 づ い て い 主す が 、そ の こ とをふ っ

と思 い 起 こ させ て くれ ま した 、,こ うい う背 最 か ら

も、日本 の ロボ ッ トは外 国 の ロボ ッ トとは 違 う独 自

の進 化 を 噴ね て い く よ うに思 い ます 、,

昨 年 度 、弊 社 は ブ レー メ ン で 開催 され た ロ ボ カ ッフ

世 界 大 会 で 事 務 局 の 誘 致 に成 功 し、弊 社 内 に ロ ボ カ

ップ 国 際 委 員 会 本 部 事 務 局 を 置 き ま した,、AAMT

設 立時 と 同様 、事 務 局 運 営 に 力 を 入れ て活 動 を 支援

して 行 く所 存 で ご ざ い ま す 、、 ロ ボ カ ッフ 白体 は

「2050年 に 人 間 のW杯 優 勝 チ ー ム に 勝 つ こ と」を

ひ とつの 目標 に掲 げて い ます が 、人 間 の役 に ・1/二つ ロ

ボ ッ トの 開発 が 究 極 の 目的 です 。

ロボ カ ップ に 関 わ る 研 究 者 達 も 人 間 の 動 き を 観 察

して 柔軟 に 対 応 で き る ロ ボ ッ トの 研 究 開 発 を す す

め て い ます.

機 械 翻 訳 の 開 発 の進 め 方 も ロ ボ ッ トの 開 発 と 共通

す る の だ と思 い ます 。

人 と人 との コ ミュ ニ ケー シ ョン の あ り方 を%L直 し、

従 来 の 技 術 や 新 技 術 を別 の 仕 組 み と組 み 合 わ せ る

こ とで 、自然 言 語 やiYa:,t;HY'H報処理 の 分 野 も大 き く進

化 して い くの で し ょ う。通 訳や 翻 訳 な ど こ とば を生

業 と して き ま した 小 生 も、AAMTメ ン バー の 皆 様

の技 術 との融 合 を夢 見 てお ります 。
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一

      「円滑な情報伝達を支援する言語規格と言語変換技術」

名Ci]屋大学 大学院工学研究科 佐藤 理史

 徹 頭 徹 尾 「L学 」とい う立場 に 立 っ て 日本 語 を扱

お うとす るの で あ れ ば 、対象 で あ る 日本 語 が どの よ

うな 「部 品 」か ら構 成 され て い るの か を知 りた くな

る の は 当然 で あ ろ う。す べ て を知 りつ くす こ とは 無

理 だ と して も、せ め て 日本語 を 日本 語 た ら しめて い

る 中核 的 要素(部 品)と そ の数 ぐら い は把 握 してお

き た い。 あ る い は 、そ れ を 知 らず して 、 ど う して 日

本 語 を 「L学 」 す る こ とが で き るだ ろ うか。

 そ ん な思 い を胸 に、標 題 を タイ トル とす るプ ロ ジ

ェ ク トを 、2003年 か ら4年 間 、科 学 研 究 費補 助 金

の 支援 を受 け て実 施 した。 この プ ロ ジ ェ ク トで は 、

「円 滑 な情 報 伝 達 を 支援 す る 日本 語 とは どん な 日

本 語 か 」、「円 滑 な情 報伝 達 を 支援 す る 言語 処 理 技 術

とは どの よ うな ものか 」 と い う2つ の 問 い を掲 げ 、

前 者 に 対 して は 日本 語 を構 成 す る 中 核 的 要 素 の 定

義(列 挙)を 、後 者 に 対 して は テ キ ス ト難 易度 判 定

とパ ラ フ レー ズ支援 の実 現 を 目指 した。

列挙 し、 数 を把 握 す る

 言語 を 「部 品 」に 分解 す る 方法 は い くつ か 考 え ら

れ るが 、非 母 国 語 話 者 の 言語 習得 を 手本 とす る な ら

ば 、 語彙 と 文法 が2大 要素 と な る。 日本 語 の 場 合 、

文法 の 大 半は 機 能 語 や 複 合 辞 と強 く関 連 して い る

た め 、そ れ らを 含 め た 基 本語 彙 を 定 め る こ とが で き

れ ば 、あ る意 味 で 日本 語 の 中核 的 要素 を 明 らか に し

た こ とに な る。

 この よ うな 考え に基 づ き 、5千 語 か ら1万 語 規模

の 基 本 語 彙 の 策 定 を 目指 したが 、実際 に 作 業 を 始 め

る と、多 くの 難 問 や 障 害 が あ る こ とが わ か っ た。最

大 の 問題 は 、 「何 を 『1語 』 とす べ きか/数 え るか 」

が 自明 で は な い とい うこ とで あ る。内 容 語 にお い て

は 、 派 生 や 複 合 とい う現 象 が 問題 とな る。 「赤 い」

と 「赤 さ」を1語 と数 え る の か 、別 々 の2語 と数 え

る の か。 「バ ス停 」 は1語 な の か 、そ れ と も複 合語

(「バ ス」+「 停 」)な の か。 機 能 語 ・複 合 辞 の 方 は

もっ と複 雑 で あ る。 「(行か)な けれ ば な ら ない 」、

「(行か)な くち ゃ な らな い 」、「(行か)ね ば らな い」

は1つ と数 え るべ き な の か 、あ るい は、3つ と数 え

るべ きな の か。 これ らの数 え 方次 第 で 、基 本 語 彙 の

数 は 大 き く変 わ っ て しま う。

 さ らに慣 用 句 の 問題 もあ る、 慣 用 句 「気 に 入 る」

は 、ど う考 えて も 日本 語 の 基 本 語 彙 と しか 考 え られ

な い 。 「気 」 で始 ま る慣 用 句 だ け で も、 「気 にな る」、

「気 に す る」、「気 が つ く」あ た りは 、基 本 語 彙 に含

め るべ きで あ ろ う。この よ うな基 本 的 な慣 用 句 はい

くつ ぐ らい あ るの だ ろ うか。そ もそ も 日常 的 に広 く

使 わ れ て い る慣 用 句 の 総 数 は わ か っ て い る の だ ろ

うか 。

 こ う して 、基 本 語 彙 の 選 定 作 業は 、機 能 語 ・複 合

辞 、慣 用 句 を 巻 き 込 む形 で 広 が っ て い き 、頭 を抱 え

るは め とな った 。そ こで 、特 に不 明 な点 が 多 い、機

能 表 現 ・複 合 辞 と慣 用 句 を それ ぞれ 切 り離 し、まず

は そ れ ら を 各個 撃 破 す る戦 術 を とっ た 。 とい っ て

も、 新 兵 器 が あ る わ け で は な く、 「列 挙 して 数 を把

握 す る」 とい う原 始 的 な 方 法 を愚 直 に行 な った 。

つ つ じ:日 本 語 機 能 表 現 辞 書

 機 能 語 ・複 合 辞(合 わせ て 、機 能 表 現 と呼 ぶ)に

対 して は 、松 吉俊 君(現 、奈 良 先 端 大)が 粘 り強 く

取 り組 み 、そ の 結 果 は 『つ つ じ』 と名 付 け た 日本 語

機 能 表 現 辞 書 に結 実 した[1]。 この 辞 書 の 最 大 の 特

徴 は 、見 出 しに 階層 構 造 を 導 入 して い る 点 で 、最 上

位 階 層 で341種 類 、最 下位 階 層 で16801種 類 の 見

出 しを持 つ 。 先 の 「(行か)な け れ ば な ら ない/く

ち ゃ な ら ない/ね ばな らな い」の よ うな 問題 は 、あ

る階 層 まで は 同 一 視 され るが 、そ こ か ら下 の階 層 で

2



は 区別 され る 、とい うこ とで 解 決 され て い る。 この

ほ か 、『つ つ じ』 で は 、 そ れ ぞ れ の機 能 表 現 に 対 し

て 、8種 類 の 文 法 的機 能 や3階 層 の 意 味 ラベ ル 、4

段 階 の難 易度 が 付 与 され て い る(図1)。 これ らの

情 報 を利 用 す れ ば 、機 能 表現 の 自動パ ラ フ レー ズ が

可能 とな る[2)。

基 本 慣 用 句 五 種 対 照 表

 一方 、慣 用 句 に 対 して は 、 とに か くまずr要 な慣

用 句 を 洗 い 出 そ う とい うこ とで 、 主 要 な 慣 用 句 辞

典 、小学 生用 慣 用 句 辞 典 、小 学 生 用 国 語 辞 典 に収 録

され て い る慣 用 句 をす べ て 拾 い 出 し、最 終 的 に 「基

本慣 用 句 五 種 対 照 表 」 とい う形 に整 理 した[3]。 列

挙 した慣 用 句(こ とわ ざ、四 字 熟 語 、 故事 成 語 を含

む)の 数 は3628で あ り、 日常 的 に使 わ れ て い る慣

用 句 の数 は約3000で あ る こ とが 明 らか に な っ た。

な お 、この 編 纂 に あ た っ て はNICTか らの 受 託 研 究

の 支援 を受 け た。

日本 語 基 本 語 彙 表JC2,2

 ヒ記 の2つ の結 果 を 取 り入れ 、基 本 語 彙 の 暫 定 版

と して公 開 した もの が 日本 語 基 本語 彙 表JC2.2で

あ る。 こ の語 彙 表 は 、211の 機 能 表 現 、171の 慣 用

表現 を 含 む5148件 の 語 藁 表 で あ る。 形 容 詞 に 対 し

て は セ要 な派 生 語 の リス トを 、動 詞 に 対 して は 対 応

す る 自動 詞 ・他 動 詞 ・可能 動 詞 を 示 して い る。 しか

しな が ら、全 体 と して は まだ まだ 不備 な 点 は 多 く、

道 半 ば とい う状 況 で あ る。

帯:日 本語テキス トの難易度判定

 基本語彙表が完成すれば、それを利用 して、テキ

ス トの難易度推定や難解部分の特定が可能 となる。

しかしながら、満足できる基本語彙表の完成には、

まだ暫く時間がかかるため、別の方法でテキス トの

難易度を推定することに取 り組んだ。採用 した方法

は、英語テキス トに対 して提案されていた方法を日

本語テキス ト向けに焼き直したもので、方法自体に

新規性はない。しか し、小 ・中 ・高の全教科の教科

書111冊 と大学 の教 養 の 教科 善16冊 か ら抽 出 ・電

子 化 した 、総 計1478サ ン プ ル(約100万 字)の 通

称 「教 科Aコ ー パ ス 」 を約 半年 か け て編 纂 し、 これ

を規 準 コー パ ス と して 用 い る こ とに よ り、高 い 推 定

精 度(相 関係 数 で0.9以 ヒ)を もっ 難 易度 判 定 シ ス

テ ム を 実 現 した[4]。 こ の 方 法 は 、 テ キ ス トの 文字

unigramを 利 用 す るの で 、 形 態 素 解 析 を 前提 と し

な い。っ ま り、数 式 の よ うな 非 テ キ ス ト要 素 を 含 む

テ キ ス トや 、箇 条書 き の よ うな 文境 界 が は っ き り し

な いテ キ ス トに対 して も適 川 ・r能で あ る。図3と 図

4に 『tft研ゴ』 の 入 出 力 画 面 を示 す 。

 こ こで 紹 介 した研 究 成 果 は 、 「こ とば 不 思 議 箱 」

(http:〃kotoba.nuee.nagoya-u.ac.jp)で 公 開 して

い る。本 プ ロ ジェ ク トで は 、 この ほか に 、バ ラ フ レ

ー ズの た め の 各 種 資源 も作 成 して お り
、これ ら も1順

次 整 理 して 公 開 して い きた い と 考え て い る。
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一
日本語の文章の難易は どのよ うに測定できるか

長岡技術科学大学 教育開発系 柴崎 秀r

1 リー ダ ビ リテ ィー 研 究 の 背景

 書 籍 の 通 信 販 売 で 有名 なAmazon.com.USAで 本

を 検 索 す る と,小 中学 生 向 け の 図 書 に はFog Index

やFlesch-Kincaid Indexと い う項 目が あ る こ とに

お 気 づ き だ ろ うか 。 ま た,米 国 の 大 科 圭寺店 で あ る

Burns&Nobleの 書籍 に はLexile Indexと い う項

目 も見 られ る。 これ らは,そ の 本 の 読 み 易 さを 数 値

で示 した もの で,そ の 土 台 とな っ て い る もの は リー

ダ ビ リテ ィー(文 章 の読 み 易 さ)の 研 究 で あ る。 米

国 にお け る リー ダ ビ リテ ィー 研 究 は1920年 代 に 始

ま り40年 代 に 隆 盛 を 迎 え た とい う説 もあれ ば,19

世 紀 終 わ りには 既 に始 ま って い た と 言 う説 もあ る。

い ず れ に して も文 章 の 読 み 易 さに 尺度(scale)を 設

定 し,数 値 で示 す と い う試 み はか な り早 くか ら行 な

わ れ て い た よ うだ 。米 国で この よ うな研 究 が 盛 ん に

な った の は,英 語 を母 語 と しな い移 民 の 識 字 率 の 問

題 が あ った か らで は な い か と思 わ れ る。

 今 日まで の リー ダ ビ リテ ィー 測 定 方 法 は,① 公 式

で 計 算 す る方 法,② グ ラ フ か ら測 定す る 方法,③ 文

字 の 出 現 率 を使 った モ デ ル 法 な どが あ り,測 定 値 の

示 し方 は,① 学 年 レベ ル で 示 す 方 法 と② ポ イ ン トで

示 す 方 法 が あ る。この 中で 最 も一 般 的 な の は 公 式 を

使 って 学 年 レベ ル を 計 測 す る とい う方 法 で あ る。 リ

ー ダ ビ リテ ィー は様 々 な 言語 で研 究 され
,今 日 まで

に 英 語,デ ン マー ク 語,ス ウ ェー デ ン語,ド イ ツ語,

フ ラ ンス 語,ス ペ イ ン語,ヘ ブ ライ 語,韓 国 語,中

国 語,ベ トナ ム 語 な ど実 に200以Lも の公 式 が あ

る。 中 で も 著名 な の は,Fresch Reading Ease Test

で,こ れ は 米 国 政 府 基 準(U.S. Governmental

Standard)と して 定 め られ て い るほ ど広 く認 識 され

て い る。 この公 式で計 算 され る数 値 はゼ ロか ら100ま

でで,ゼ ロに近 いほ ど難 しい。例 えば,轍 誌の"Readers'

Digest"は50ポ イ ン ト前 後 で,ハ ー バ ー ド大学 法 科

大 学 院 の 紀 要 は30ポ イ ン ト前 後 だ と 言 われ て い

る。米 国 の 大学 に読 解 実 験 の 協 力依 頼 を した時,「学

生 へ の 通 知 を リー ダ ビ リテ ィー8学 年 に 詐 き換 えて

くだ さい 。」 とい うメー ル を受 け た こ とが あ る が,

この よ うに,リ ー ダ ビ リテ ィー は 米国 の 教 育 現 場 で

馴 染 み の あ る もの と して使 われ て い るよ うだ、,

 Lexile Indexは リー ダ ビ リテ ィー 研 究 が ・歩進

ん だ もの と言 え る指 標 で,個 々人 の 読 解能 力 と図 井

の難 易度 を適 合 させ る シ ス テ ム で あ る,生 徒 は州 で

統 一 され た 読 解 テ ス トを 受 け,イ ン ター ネ ッ トで

Lexileの ホ ー ムペ ー ジ にア クセ ス し,読 解 力 に 合 っ

た本 を5万 冊 の デ ー タベ ー スか ら検 索 で き る、この

シ ステ ム は公 教 育 と強 く リン ク して お り,ジ ョー ジ

ア州 で は小 学5年 時 の 読解 成 績 が ・定 の 線 を超 え

な い と,中 学 で外 国 語 の授 業 を受 け られ な い こ とに

な って い る。 しか し,Lexileに は 賛 否 両 論 が あ り,

カ リフ ォ ル ニ ア州 学 校 図 書 協 会(California School

Library Association)は, Lexileが 読 辞の 選 択 を限

定 す る有 害 な シ ステ ム で あ る と批 判 して い る,、

 日本 で は,リ ー ダ ビ リテ ィー とい う もの 自体 が ま

だ あ ま り知 られ て い な い が,1960年 代 に 教 育 心理

学 者 で あ っ た 芝 祐 順 や 阪 本 一 郎 な どが 優 れ た 研 究

を行 っ た。 中 で も,阪 本(1964)は 学 校 教 科 辞の

文 章 を 文節 数,語 彙 数,単 語 数 な どで 精 密 に 分析 し,

具体 的 な リー ダ ビ リテ ィー 測 定 方 法 を 提 示 して い

るDし か し,そ れ は6段 階 に渡 っ て 人rで 数 え る方

法 で あ り,日 々新 た な書 籍 が 出版 され て い る現 状 に

追 い つ く こ とが で きな い。 著者 は,コ ン ピュ ー タを

使 っ て 誰 で も 1に 使 え る ツ ー ル の 開 発 を した い

と考 えて きた。 コ ン ピュ ー タ は,大 量の テ キ ス トを

迅 速 に 処 理 で き る と い う強 み と 同 時 に,分 析 に

100%の[E確 さが 期 待 で きな い とい う弱 み が あ る,、

両者 を 見 極 め な が ら,次 の よ うな 公 式 を構 築 した,、
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1 日本 語 リー ダ ビ リテ ィー 公 式 の 構 築

 fi本 語 の リー ダ ビ リテ ィー は どの よ うに 考 え た

ら良 い だ ろ うか。公 式 を 作 るた め に は,変 数 とな る

テ キ ス ト要 因 を決 定す る こ とが 最 も重 要 で あ る。英

語 の 公 式 で は,1文 の 文字 数,単 語数,語 の 音節 数

が 変 数 とな って い る,,つ ま り,「 長 さ」 が 基 準 と な

って い る とい うこ とだ。 作 業 記憶 容 量 の研 究 で は,

文 が 長 けれ ば長 い ほ ど 認 知 処 理 に 時 間 が か か る と

い う知 見が 得 られ て い る の で,「 長 さ」 を変 数 とす

る こ とは 妥 当性 が あ る。 しか し,日 本 語 の場 合,文

字 が4種 類 あ る とい うや っか い な 問題 が あ る。例 え

ば,「 教養 が あ る」は5文 字 だ か,「 き ょ うよ うが あ

る」 は「司 じ内 容 な の に8文 字 で あ る。 また,日 本 語

に は学 年 配 当漢 字 とい う問 題 が あ り,「 教 」 は2年

配 当 だ が 「養 」 は4年 配 当,「 教養 」 とい う単 語 は

(日本語 を母 語 と しな い人のための)日 本 語能 力試験2

級 語彙で ある。 この よ うに 目本語に は様 々な難問 はあ る

が,我 々研 究チー ムは,以 ドの よ うに研 究方針 を¥Lて た。

 まず,リ ー ダ ビ リテ ィー 測 定 値 は ポ イ ン トよ りも

学 年 で 示す の が わ か りや す い と考 えた 。学 年 予 測 値

を 算 出 す る た め に,甫 回 帰 分 析 を使 った 公 式 を構 築

す る こ とに した。デ ー タベ ー ス は国 語 の 教 科 書 の 読

解 教材 の み を使 う こ とに した。教 科 書 は 絶 対的 な も

の で は な い が,学 年 を反 映 す る もの と して最 も適 し

て い るか らで あ る、,この よ うな 考 えの 下 に,我 々 は

小 学1年 か ら高 校3年 ま での 国 語 教 科 書51冊 の 読

解 教 材 で コー パ スを 作成 し,変 数 と考 え られ る もの

を学 年 別 に 分析 して み た。 分析 した もの は,①1文

の'F均 文字 数,② テ キ ス トの 中の 文字 種(漢 字 ・平仮

名 ・片仮 名 ・ロー マ字)の割 合,③ 語 種(和 語 ・漢 語 ・外

来語 ・混 種語)の割 合,④1文 の 平均述語 数,⑤ 係 りの

文節 と受 けの 文節の距離,⑥1文 の平均 文節 数で ある。

この分析 には彬 大な時間 と 手澗 がかかった。 まず,国 語教

科 菩を電 弄ファイルに しなけれ ばならない。 この作業は4

名の大f完 生が1年 かけて完成 してくれた。 次に,変 数の

定義が必要 である。① については文字の定義を漢字 ・平仮

名 ・片仮名 ・ローマ字に数 擁 己号も含めたが,人 間が文

章を読む とき,こ れ らが同 じ速度で認知処 理され るとは限
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学年ごとの文字種の割合
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1文 当た りの 文 字 数 ・文節 数 ・述 語 数

らな い。数 字 や 記 号 は平 仮 名 や 漢 字 よ りも速 い の で

は な い か と予 測 され る。 ま た,①,④,⑥ につ い て

は,文 の 定義 が 必 要 で あ る。 国語 教 育 で は句 点 の数

が そ の ま ま 文の 数 とな るが,日 常 の 読み 物 で は,新

聞 記 事 の と じか ぎの 前 の 句 点 は 省 略 され る。⑤ と⑥

は 係 り受 け解 析 ツー ル のCaboChaを 使 っ た が,⑤

は 最 後 まで 良 い 結 果 が 得 られ な か っ た た め 除 外 し

た 。 ④ につ い て は 当初ChaSenとIPA辞 書 を使 っ て

形 態 素 解 析 を行 って い た が,小 学 校 低 学 年 の教 材 は

平 仮 名 が 連 続 して い る こ とが 多 く,方 言 や 口語 表 現

も 多 いの で,う ま くで きな か っ た 。そ こで,MeCab

とIPA辞 書,さ らにMeCabとUniDicに 変 更 し,解

析 の 結 果 を観 察 しなが ら,述 語 の 定義 を何 度 も修 正

して き た 。 そ の 結 果,ま だ 完 全 で は な い が 徐 々 に

我 々 が期 待 す る も の に近 づ いて きて い る。小 学1年

と2年 の 教科 書12冊 は 著 者 が 手作 業 で述 語 を数 え
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た 。実際 の作 業 は,コ ー パ ス 作成 → 変数 の 定 義→ デ

ー タ分 析 と い う よ うに順 調 に進 ん で き た わ け で は

な く,試 行 錯 誤 を しなが ら,複 数 の 作 業 を 同 時 並 行

で 行 っ て き た。各 変数 の 定義 につ い て は ホー ムペ ー

ジ 「リ ー ダ ビ リ テ ィ ー ・ リ サ ー チ ・ラ ボ 」

http:11readabilitYnagaokaut.acjp!を 参 照 され たい。

 各変 数 の学 年 ご との 平均 値 を算 出 してみ る と,文

字 種 の割 合 と語 種 の割 合 につ い て は,学 年 に よ る増

減 が きれ い な線 形 を成 して い るが(図1参 照),他 の

変 数 で は必 ず しもそ うで はな い(図2参 照)、,さらに,

変 数 に よ って は 中学3年 か ら高校3年 ま で ほ とん ど

変 化 しな い もの も あ る。ま た,高 校 国 語 教 科 陛は 国

語 総 合,現 代 文,国 語 表 現 な どが あ り,高 校 に よ っ

て 異 な る教 科 書 を使 用 して い るた め,同 学 年 だ か ら

とい っ て 同 じ内 容 を 学 習 す るわ け で は な い。従 っ て

高 校 の 学 年 レベ ル を3段 階 に分 け る こ とは 無 理 で

は な い か と考 え て い る。そ こで,我 々 は 各 変 数 が 線

形 と見 な す こ とが で き る小 学1年 か ら中学3年 ま で

の9学 年 の 中で リー ダ ビ リテ ィー 値 を算 出す る こ

とに した。

 公 式 は 以 下 の 手 順 で 構 築 した。ま ず,①,②,③,

④,⑥ を説 明 変 数,学 年 をr測 変 数 と して 重回 帰 分

析(強 制 投入 法)を 行 っ た。 こ の 分析 の 目的 は他 の

テ キ ス トか ら逸 脱 した特 徴 を持 つ テ キ ス トを 除外

す る こ とで あ る。 例 えば 「じゅ げ む じ ゅげ む 」(小

学3年 ・東 京 書 籍)は1文 の 文字 数 が極 端 に 多 い。

方 法 と して は,標 準 化 され ない 予 測 値 を算 出 し,実

学 年 と士2学 年 以 上異 な るテ キ ス トを外 れ 値 と して

除 外 した。次 に,残 っ たテ キ ス トで重 回 帰 分 析(ス

テ ップ ワイ ズ 法)を 行 った 。こ の 目的 は 予 測 力 の な

い 変 数 を 除外 す る こ とで あ る。そ の 結 果,③ 語種 の

割 合(こ の場 合,漢 語 の割 合)が 除 外 され た、,①,

②,④,⑥ の4変 数 で の 予測 力 は,重 決 定 係 数 が

丑先0,858と い う高 い 数 値 を示 した 。 これ ら4変 数

か ら算 出 した 学 年 予 測値 が,実 学 年 に き わ め て近 い

値 で あ る こ とを 示 す もの で あ る。最 終 的 に以 ドの公

式 が 出 来 上 が っ た。図3に 測 定 画 面 の一 部 を 示 した。

,「o康∫ 獅 り` 篇

籍:、業ご 駒

鷹榊・虞警篇 瓢 鵠聯 鵬 熟.縄一 ・_・

  図3 「ホ ー ム レ ス 【 学生

     」 F

. の 測 定 結 果

Yニ ー0.148×1+1.585Xz-0.117×3-0.126×4+15.581

Y=学 年

X1=文 章 中 の 平 仮 名 の 割 合

X2=1文 の 平 均 述 語 数

X3…1文 の¥r/均 文 字 数

X4=1文 の 平 均 文 節 数

皿 分 析 上 の 諸 問 題

 本 研 究 に お け る 日本 語 リー ダ ビ リテ ィー 公 式 は

構 築 され たが,未 解 決 の 問 題 が い くつ か あ る,,第 ・

に,本 研 究 の公 式 で は小 学1年 生 か ら 中学3年 生 ま

で の9学 年 しか測 定 で きな い。高 校3学 年 とそ れ 以

上 の レベ ル を ど の よ うに 考 え て い くべ き か とい う

こ とは,今 後 の 大 きな 課 題 で あ る。 第 二に,公 式 を

作 る た め に重 回 帰 分 析 を使 った が,そ もそ も学 年 と

言 う もの が 数 学 で 言 う 「真」 で は な く,学11'.間 の 差

も等 間隔 では な い 。 しか し,芝(1957)も 指 摘 す る よ

うに,我 々は,リ ー ダ ビ リテ ィー そ の ものが 文 章に

備 わ る… 定 不 変 の 絶 対 的 な もの では な く,テ キ ス ト

Aよ りテ キ ス トBの ほ うが 易 しい,難 しい と判 断 す

る相 対 的 な 指 標 で あ る と 考 え て い る。第 こに,本 研

究 の 公 式 に は 形 態 素 解 析 の 結 果 が 重要 な 変 数 とな

るが,現 時 点 で は形 態 素 解 析 の ツ ール は完 全 な もの

で は ない 。現 在,国 立国 語研 究所 の 「日本 語 コー パ

ス」の プ ロジ ェ ク トで 短 単位,長 単位 と もに 形 態 素

解 析 が 改 良 され て きて い る。形態 素解 析 の 精 度 がL

がれ ば あが る ほ ど,リ ー ダ ビ リテ ィー 測 定 ツー ル の

精 度 もあ が るの で,プ ロ ジ ェ ク トの成 果 を期 待 して
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い る。第 四 に,誰 に と って の リー ダ ビ リテ ィー 公 式

か とい う問題 が あ る。前 述 した よ うに 日本 語 に は4

種 類 の 文字 が あ る。 柴 崎 ・K岡 ・沢 井(2008)で

は,成 人 の 日本 語 母 語 話 者 の 場 合,漢 字 検 定4級

程 度 ま で の 漢字 が 平仮 名 で 表 記 され た 場 合,漢 字 で

表 記 され る よ り も認 知 処 理 に 時 間 が か か る と報 告

され て い る 、この 結 果 を見 る と,日 本 語 母 語 話者 の

成 人かr供 か,第 活 語 学 習 者 の漢 字 圏 か非 漢 字 圏

か,と い う差 異 に よ っ て,文 章 の 読み 易 さは 異 な る

こ とが 想 定 され るた め,リ ー ダ ビ リテ ィー 公 式 は1

つ で完 結 す るの で は な く,複 数 の公 式 が構 築 され る

もの と考 え てい る。

IV リー ダ ビ リテ ィー 研 究 の 社 会 的意 義

 リー ダ ビ リテ ィー 研 究 の 意 義 と して は,2点 考 え

て い る、,第1点 は,様 々な 文 章の 難 易 を測 定 し,読

みや す くす る た めの 尺度 を設 け られ る こ とで あ る。

itkの中 に あ る 文iF+;には,文 学 作 品 の よ うに 読 み 手が

自由 な解 釈 で 読む も の も 多い が,す べ て の 読 み 手が

な るべ く等 しい解 釈 をす る必 要の あ る もの も多 い。

例 え ば,2009年5月 か らい よい よ 日本 で も裁 判 員

制 度 が 始 まる が,す べ ての 教 育 レベ ル の 人 が 理 解 で

き る説 明 文 菩が 必 要 で あ る。つ ま り,こ の よ うな 文

章の 最 高 難 度 は 義 務 教 育 最 終 学 年 の 中学3年 の レ

ベ ル で あ る べ き だ ろ う。口本 弁護 士連 盟 は 法 律 用 語

を一般 の 人 に わ か る 表現 に改 め た成 果 を 『や さ しく

読 み 解 く裁 判 員 の た め の 法 廷 用 語』 と して 出版 し

た 、,また,近 頃 話題 に な っ て い る年 金 の 受 け取 りに

関 す るお 知 らせ 文書,地 震 を は じめ とす る 災害 時 の

避 難 マ ニ ュ ア ル,薬 物,危 険 物 の取 り扱 い説 明 書な

どは,在 日外 国 人 を 含 むす べ て の人 が 情 報 を 共有 す

る必 要 が あ る、,リー ダ ビ リテ ィー は この よ うな 文 章

を 読み や す くす る た め の 活 動 に指 標 を 与 え る こ と

が で き るの で は な い だ ろ うか。

 第2点 は,児 竜 の 読 書教 育 に応 用 で き る とい うこ

と であ る。 冒頭 に 米 国 のLexileに つ い て紹 介 した

が,韓 国 に も リー ド指 数 とい うもの が あ る。 これ は

ソフ トウエ ア 会 社 と 大 手 書 店 が 共 同 開 発 した 書 籍

を 選 ぶ た め の シ ステ ム で,本 の 難 易度 指 数 は100

が最 も易 し く,1850が 最 も難 しい 。例 え ば,ダ ン ・

ブ ラ ウン 著 『ダ ヴ ィンチ コー ド』の 韓 国 語 翻 訳 版 は

リー ド指 数970と 示 され て い る。読 者 は リー ド分 析

器 とい うプ ロ グ ラム で 読解 力 を 測 定 し,適 切 な 本 が

選 べ る よ うに な っ て い る。 デー タベ ー ス は2004年

時 点 で400冊 だ っ た が,現 在 は も っ と 多 く な っ て い

るだ ろ う。 「OECD生 徒 の学 習 到 達度 調 査 」 の 読解

力テ ス トで,日 本 の 順 位 は,2000年 に8位,2003

年 に14位,2006年 に15位 と下 降気 味 で あ る の に

対 して,韓 国 は6位,2位,1位 と徐 々 に順 位 を 上

げ て き て い る。 リー ド指 数 の 活 用 が 直 ち に 生 徒 ・児

竜 の 読 解 力 向 上 に つ な が っ た とす る の は 早計 か も

しれ な い が,こ の シ ス テ ム の 開発 が 読解 力 向 上 とい

う 重 要 な課 題 に 貢 献 して い る と 言え る の で は な い

だ ろ うか。日本 で も リー ダ ビ リテ ィー研 究 が進 ん で

い け ば,読 書教 育 に も貢献 で き る と期待 して い る。

 この よ うに,リ ー ダ ビ リテ ィー研 究 は 社 会 の あ ら

ゆ る 面 で 貢献 す るn丁能 性 を持 っ て い る。今,あ な た

が 読 ん で い る こ の 文 章は,測 定 ツー ル で7学 年 か ら

8学 年 の 問 の レベ ル と判 定 され た。 さて,あ な た が

書 い た 文章 は どの ぐ らい だ ろ う。
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一
「NrCIR・7特許翻訳タスク」における統計べ一ス翻訳と規則べ一ス翻訳の精度比較

筑波大学 大学院図書館情報メディア研究科 藤井 敦

筑波大学 大学院システム情報1:学研究科 山本 幹差准

情報通信研究機構MASTERプ ロジェク ト 内由 将 夫

筑波大学 大学院システム情報工学研究科 宇津呂 武仁

1. は じめ に

 自然 言 語 処 理 や 情 報 検 索 な ど の 言語 情 報 処 理 に

関す る研 究 で は,「 言葉 の 意 味 」,「感 情 」,「情 報 要

求 」 とい った,厳 密 な 定 義 が 困難 な概 念 を研 究 の 対

象 と して い る.し か し,科 学 や 工 学 に お け る研 究 分

野 と して 言語 情 報処 理 を位 置付 け る た め に は,問 題

の 定 式化 や 評 価 に お い て,学 問 と して 要 求 され る水

準 を満 たす 必 要 が あ る.す なわ ち,学 術研 究 と して

の 実証 性,客 観 性,再 現性 が 求 め られ て い る.デ ー

タ マ イ ニ ン グ の 国 際 会 議KDD(Knowledge

Discovery and Data Mining)2009で は,手 法 の 新

規性 な どに加 え て,再 現性(repeatability)が 採 択

の 要 件 で あ る.こ う した 動 向 は 言 語 情 報 処 理 の 分 野

に も影 響 す る 可能1生が あ る.そ こで,複 数 の研 究 者

が 共 有 で きる 評価 基盤 と して,大 規模 か つ 再 利 用 可

能 な テ ス トコ レ ク シ ョ ンが 重 要 で あ る.テ ス トコ レ

クシ ョン を組 織 的 に構 築す るた め に,評 価 ワー ク シ

ョップ とい う活 動 形 態 が 存 在す る.評 価 ワー ク シ ョ

ップ で は,あ る タ ス ク につ い て,複 数 の 研 究 グル ー

プ が 共 通 の デ ー タ を使 用 す る こ とで 透 明 性 が 高 い

シス テ ム の 比 較 を行 う.そ の過 程 を通 して,対 象 の

タ ス ク に適 した テ ス トコ レ ク シ ョ ン と評 価 方 法 を

開発 す る.

 筆 者 らは,国 立情 報 学研 究 所(NII)の 主催 す る情

報 検 索 に 関 す る評 価 ワー ク シ ョップNTCIRに お い

て,特 許 情 報 を 対象 と したテ ス トコ レク シ ョン の構

築 研 究 を行 っ てい る[9].最 新 の 第7回NTCIRワ

ー ク シ ョ ップ(NTCIR-7)で は
,機 械 翻 訳 の タ ス

ク を対 象 と したテ ス トコ レク シ ョン を構 築 した.特

許翻 訳 の タ ス ク に は,機 械 翻 訳 の 学 術 研 究 や 開 発

が促 進 され る とい う効 果 が あ る.ま た,海 外 に 出願

され た特 許 を検 索 した り,海 外 に 出願 す る た め に 日

本語 の特 許 を翻 訳 す る た め の基 盤 技 術 に な るた め,

産業 上 の効 果 が あ る.本 稿 は,特 許 翻 訳 タ スク に よ

っ て 得 られ た 知 見[3】[10]と 今 後 の 活 動 計 画 に つ い

て記 述 す る.

2.NTCIR・7特 許翻 訳 タ ス ク の概 要

 特 許翻 訳 タ ス ク で は,複 数 の 参加 グルー プが シ ス

テ ム の 訓練 と評 価 に 共 通 の デ ー タを 使 用 す る こ と

で,手 法や システム の体 系的 な比 較評価 を容 易に した.

 近 年,統 計 的 な機 械 翻 訳(SMT)が 発 展 して い

る.SMTが 有 効 に機 能 す るた め に は,訓 練 デ ー タ

と して,直 訳 に 近 い 大 量 の 対 訳 文が 必 要 で あ る.II

本 語 につ い て,こ の 条 件 を満 た す 訓 練 デ ー タは,

IWSLT(http:〃www.slc.atr.jp/IWSLT2008/)に お け

る翻 訳 評価 タ ス クの 旅 行 会 話 文 な ど に限 られ て い

た.折 しも,筆 者 らは 特 許 情 報 か らL記 の 条件 を満

たす 訓練 デー タを構 築 で き る点 に 着Hし,特 許翻 訳

タ ス クを 実行 す る に 至 っ た.日 本 に出願 され る 発 明

の うち,一 定 の 件 数 は 外 国 語 に翻 訳 され て 海 外 に も

出願 され る.同 じ発 明 に 対 して出 願 され た 特 許 の 集

合 は 「パ テ ン トフ ァ ミ リー 」 と呼 ば れ る.多 くの場

合,パ テ ン トフ ァ ミ リー は優 先権i:;長 ,;と い う識

別 番 号で 特 定 す る こ とが 可 能 で あ る.パ テ ン トフ ァ

ミ リ ー に お い て,「 背 景(Background of the

Invention)」 と 「実施 例(Detailed Description of

the Preferred Embodiments)」 の項 目は 文 単位 で

直訳 される傾 向にある.そ こで,一娘"志 付け 手法[7]をこれ ら

の項 目に適用 し,日 本語 と英語の 獄 脱;デLタ を摺llし た.
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 具体 的 には,日 本 公 開 特 許 公 報 と米 国 特 許 公 報 を

用 い て,1993-2000年 発 行 分 と2001-2002年 発 行

分 か ら独 立に 文対 応 デ ー タ を 抽 出 し,そ れ ぞ れ を

「訓練 デ ー タ」と 「テ ス トデ ー タ」と して使 用 した.

す な わ ち,発 行 済 み の特 許公 報 を 用 い てMTシ ス

テ ム を学 習 し,新 規 発行 の特 許公 報 を翻 訳 す る状 況

を想 定 して い る.訓 練 デー タは,日 本 語 と 英語 の 約

180万SC対 で あ り,日 英 の対 訳 文デ ー タ と して は大

規模 で あ る.3000文 を抽 出 して調 査 した結 果,約

90%の 文対応 がIEし い翻 訳 対 で あ っ た.ま た,テ ス

トデ ー タと して,正 しい翻 訳 対 と認 め られ た 文対 応

だ け を川 いた.テ ス トデ ー タは1381文 対 あ る.

 訓練 デ ー タ は,特 許 翻 訳 タ ス クの 参 加 グル ー プ に

事前 に配 布 され,各 グル ー プ は 自 らの シ ステ ム を訓

練 す る こ とが 許 され た.な お,参 加 グ ル ー プ は,

SMTだ け で な く,規 則 に 基 づ くMT(RBMT)や

用例 に 基づ くMT(EBMT)と い った 他 の 手法 を使

用 して もよい.

 評 価 丁一i1<として,「 訳 質 に よ る 直 接 的 な 評 価

(Intrinsic評 価)」 と 「応 用(言 語 横 断 情 報 検 索)に

よ る 間接 的 な 評 価(Extrinsic評 価)」 を行 った,

し て 抽 出 し た.日 本 語 と 英 語 の 一 方 で 書 か れ た 文 を

MTシ ス テ ム へ の 入 力 と し て 使 い,他 方 の 言 語 で 書

か れ た 文 を 参 照 訳 と し てBLEUを 計 算 し た.以 下,

テ ス ト文 対 の 実 例 を 示 す,

・ 図5は 回 転 羽 根2を 駆 動 す る モ ー タ の 構 成 例 を

 示 す 図 で あ る。

  FIG.5is a diagram showing a structural

  example of a motor for driving the rotating

  blade 2.

・ さ ら に
、心 線 ワ イ ヤ51の 先 端 部 が ラ ミ ネ ー トフ

 ィ ル ム59に よ り挟 ま れ て 保 持 され 、 そ の 変 形 、

 ピ ッ チ の 狂 い を 防 止 す る 。

  Moreover, the front ends of the core wires 51

  are sandwiched with laminated films 59 to

  prevent deformation of the core wires 51 for

  the purpose of maintaining their relative

  positions intact.

・ こ の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ10の 外 面 に 取 り 付 け られ

 る シー ル ドカ バ ー30を 図6に 示 し て い る 。

 FIG.6shows the shield cover 30, which is to

 be mounted on the insulative housing 10.

3.訳 質 に よ る直 接 的 な評 価

 機 械 翻 訳 の 訳 質 を評 価 す る た め の 唯 一 絶 対 的 な

基 準 は 確 、`ノ1され て い な い.特 許 翻 訳 タ ス クで は,近

年 よ く用 い られ て い る複 数 の 評価 尺度 を 用 い た.さ

らに,異 な る評 価 尺 度 に よ って 参 加 グル ー プ の 比 較

評 価 が どの よ うに 変 化 す る の か を調 査 した.

 具体 的 に は,人 手判 定 に よ る評 価 と 自動 的 な 評価

尺 度 で あ るBLEU[1][6]を 個 別 に 使 用 した 。 人 王判

定 に よ る評価 で は,3名 の 判 定 者 が独 立に 作 業 を行

い,「 翻 訳 の 適 切 さ (Adequacy)Jと 「目的 占 語 に

お け る流 暢 さ(Fluency)」 に 対 す る5段 階 評価 を

行 っ た.た だ し,作 業 コ ス トを制 限 す る理 由 か ら,

テ ス トデ ー タか ら無 作 為 に100文 対 を抽 出 し,人

手判 定 の 対象 と した.

 2.節 で 説 明 した よ うに,2001-2002年 発 行 分 の

特 許 公 報 か ら 日英 の1381文 対 をテ ス トデ ー タ と

 しか し,1つ の テ ス ト文 に は複 数 の 正 しい 翻 訳 が

存在 す る 。そ こで,テ ス ト文 あ た りの 参 照 訳 数 を増

や す た め に,特 許 の 翻 訳 家2名 に翻 訳 作 業 を 依頼

した.2名 の翻 訳家 は 同 一一の テ ス ト文 集 合 を独 立 に

翻 訳 した.作 業 コス トを 制 限 す る理 由 か ら,1381

文 対 か ら無 作 為 に300文 対 を選 び,日 本 語 の テ ス

ト文 を英 語 に翻 訳 して も らっ た.特 許 の翻 訳 家 は,

通 常 の 業務 に お い て 辞 書やMTシ ス テ ム な どの翻

訳 ツ ー ル を使 用 す る こ と が あ る.し か し,特 定 の

MTシ ステ ム に 対 して有 利 な 参 照 訳 を作 らな い よ

うにす る た め,翻 訳 家 は今 同 の作 業 で はMTシ ステ

ム を使 用 しな か っ た.

4 応 用(言 語 横 断情 報 検 索)に よ る間 接 的 な 評 価

 応 用 に よ る評 価 で は,MTを 言 語 横 断 情 報 検 索

(Cross-Lingual Information Retrieval:CLIR)に
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応 用 し,検 索 精 度 に よ ってMTを 間 接 的 に 評 価 し

た.検 索 精 度 と し てMAP(Mean Average

Precision)を 使 用 した.

 CLIRの 検 索 精 度 を評 価 す る た め に, NTCIR-5

の 特 許 翻 訳 タ ス ク[2]で 構 築 した テ ス トコ レ クシ ョ

ン を使 用 した.あ る発 明 が 特 許 と して成 立 し,そ の

権 利 が 消滅 す る過 程 で は様 々 な調 査 が行 われ る.調

査 の 目的 に応 じて,性 質 の 異 な る特 許 検 索 が 必 要 に

な る 。NTCIR-5の テ ス トコ レ クシ ョンは,他 者 の

出願 を無 効 にす る た め の 「無 効 資 料 調 査 」の 検 索 精

度 を 評価 す る こ とを 目的 と して い る.す な わ ち,1

っ の検 索 課 題 は,日 本公 開 特 許公 報 中 の 請 求 項1件

で あ り,さ らに 特 許 の翻 訳家 に よっ て 英 語 に 翻 訳 さ

れ た.検 索 対 象 の 文 書 デ ー タ は,1993-2002年 発

行 分 の 日本 公 開特 許公 報 で あ る.こ れ らの デ ー タを

用 い る こ と に よ り,日 本 語 に よ る 単 言語検 索 の 精 度

と英 日CLIRの 精 度 を評 価 す る こ とが で き る.さ ら

に,元 の 日本 語 請 求 項 を 参 照 訳 と して使 用 す る こ と

で,請 求 項 の 英 日翻 訳 に対 す るBLEUを 計 算 した.

 検 索 課 題 は1189件 あ る もの の,翻 訳 に か か る計

算時 間 を 考慮 して,検 索 課 題 の 件 数 を制 限 した.具

体的 に は,日 本 語 単 言語 検 索 の精 度 が 中程 度 の124

件 を選 択 した.一 般 に,請 求 項 は 長 く複 雑 な 名 詞 句

で あ る.以 ド,検 索 課題 と して使 用 した 請 求 項 の 一

例 を示 す.

  Amultiphase structure carbon electrode

  materialmade of a carbonaceous material

  having multilayer structure formed by

  covering a carbonaceous material having

  high crystallinity with a carbonaceous

  material having relatively low crystallinity,

  in which the covered layer is not broken to

  expose the core material.

参 加 グ ル ー プ の 多 く が 情 報 検 索 シ ス テ ム の 構 築 に

は 馴 染 み が な か っ た.そ こ で,参 加 グ ル ー プ は 英 語

の 検 索 課 題 を 日本 語 に 翻 訳 し て オ ー ガ ナ イ ザ(本 稿

の 筆 者 ら)に 提 出 し,オ ー ガ ナ イ ザ は 全 グ ル ー プ に

対 し て 共 通 の シ ス テ ム を 用 い,検 索 を 代 行 した.す

な わ ち,こ の 評 価 に お け る グ ル ー プ 間 の 優 劣 はMT

だ け で 決 ま る.

5.評 価結果

 日英訳質評価,英 日訳質評価,英 日検索評価への

参加グループ数はそれぞれ14,12,12で あ り,総

合すると異なりで15グ ループが参加 した.さ ら

に,オ ーガナイザがMosesを 用いた結果を追加 し

た.紙 面の都合L,評 価結果の要点のみ報告する.

詳細な報告[3]および各グループの成果報告はオン

ラインで入手・∫能である.

h咽 一jph㎞ ㎡k-7

表1:テ ス ト文 と検 索課題 の長 さ

種別 単位 最短 平均 最長

訳 質 ・日本 語

訳 質 ・英語

検 索 ・英語

字

語

語

文

単

単

11

5

13

60.1

29.0

115.4

302

117

412
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 表1に テ ス ト文 と検 累 課 題 の 長 さ を示 す.日 本 語

と英語 の デ ー タ長 は,そ れ ぞ れ 文 字 と単 語 で 計Lし

た.訳 質 評 価 と検 索 評 価 に使 用 した 英 語 の デ ー タ長

を比 較 す る と,検 索 評 価 に使 用 した 検 索 課 題 が 長 い

こ とが 分 か る.

 まず,日 英 訳 質 評価 の 結 果 につ い て説 明す る 。図

1は,参 加 グル ー プ ご とにBLEUの95%信 頼 区間

[4]を 示 して お り,参 加 グル ー プ はBLEUの 値 で降

順 に 並 ん で い る.tsbmtとJAPIOはRBMTを 使

用 し,Kyoto-UはEBMTを 使 用 した.残 りの グル

ー プ は 全 てSMTを 使 川 した .括 弧 が 付 い てい る グ

ルー プ 名 は,締 切 後 に提 出 され た 結果 で あ り,公 式

結 果 で は な い.ま た,左 か ら2番 目の 「Moses★ 」

は,オ ー ガナ イザ が追 加 したMosesに よ る結 果 で

あ る.以 降 の 図 にお い て も 同 じ表 記 を用 い る.

 図1は,1381の 日本 語 文 に 対 して,パ テ ン トフ

ァ ミ リー か ら対 訳 文 と して抽 出 され た 英 文 だ け を

参 照 訳 と した 場 合 の 結 果 で あ る.上 位3グ ル ー プ

のBLEUは そ れ ぞ れ27.20,27.14,27.14だ っ た.

最 左 のNTT[8]は 階 層 型 フ レー ズSMTを 使 用 し,

MosesとMITは フ レー ズSMTを 使 用 した.図2

は,300の 日本 語 文に 対 して,2名 の翻 訳 家 が 作

成 した 参 照訳 を併 川 した場 合の 結 果 で あ る.パ テ ン

トフ ァ ミ リー か ら抽 出 した 対 訳 文 は 参 照 訳 と して

使 川 しな か っ た.特 許 出願 時 にMTシ ステ ム がF訳

に使 われ る こ とが あ る た め,特 定 のMTシ ステ ム に

有利 な 評価 を避 け る た め で あ る.図1と 図2に お い

て,参 加 グル ー プ の 並び 順 は同 じで あ る.そ こで,

参 照 訳 の パ タ ー ン を増 や した こ とに よ って,BLEU

の 大小 関係 が ど の よ うに 変 動 した か を 見比 べ る こ

とが で き る.図2で は,RBMTを 使 用 したtsbmt

とJAPIOに 対す るBLEUの 増 加 が 顕 著 だ った,

 図3に 人 手判 定 の 結 果 を 示す.図3に お い て も参

加 グルー プ の 並び 順 は 図1と 同 じで あ る.図3の 縦

軸 は,3名 の 判 定 者 に よ る結 果 をAdequacyと

Fluency ご と に 平 均 し, さ ら にAdequacy と

Fluencyを 平 均 した 値 で あ る. RBMTを 使 用 した

tsbmtとJAPIOに 対する判定値 が高いこ とが分か る.

 BLEUがSMTに 対 して 高 い 評 価 を 与 え,人 手 判

定 がRBMTに 対 して 高 い 評 価 を 与 え る こ とは,欧

米 言 語 間 のMT研 究 で も報 告 され て い る[1][5].

NTCIR-7特 許 翻 訳 タス クに よ って,日 英 の 特 許 情

報 を 対象 に したMTで も同様 の傾 向 が確 認 され た.

 人 手判 定 に よる評 価 とBLEUに よ る評 価 の 関係

に つ い て 調 べ るた め に,両 者 の相 関 を 図4に プ ロ ッ

トし,相 関係 数 を計 算 した,人 手判 定 に よ る評 価 と

図1のBLEUに 対 す る相 関係 数 は0.814で あ り,

人 手半lj定に よ る評価 と図2のBLEUに 対 す る相 関

係 数 は0.909で あ った(参 照 訳x4の 場合 に つ い て

も,参 考 デ ー タ と して 示 す が,こ の 評 価 で は,参 照

訳 に お け るRBMTの 影 響 が 無 視 で き て お らず,

RBMTのBLEUに 対 して 有 利 に作 用 した 可 能 性 が

あ る).す な わ ち,参 照 訳 の パ ター ン を増 や す こ と

に よ って,人 手 判 定 とBLEUに よ る評 価 結 果 は近

付 い た.し か し,図2は300の テ ス ト文 しか 側 判し

ていない ことと,SMT以 外の 手法 を用いた グルー プが少

ない こととか ら,今 後 もさらに研 究が必要であ る.

 次 に,英 日検 索評 価 の 結 果 に つ い て説 明 す る.こ

こで は,パ テ ン トフ ァ ミ リー か ら抽 出 され た対 訳 文

だ け を参 照 訳 と して 使 用 した.L位3グ ル ー プ は,

Moses, HCRL NiCT-ATRで あ り,BLEUの 値 は

そ れ ぞ れ30.58,29.97,29.15だ っ た.な お,HCRL

は 日英訳 質 評 価 に は 参 加 しな か った.さ らに,英 日

訳 質 評 価 と 英 日検 索 評 価 の 両 方 に 参加 した グル ー

プ のBLEUを 比 較 した.そ の 結 果,相 関 係 数 は

0.964と い う高 い 値 で あ っ た.訓 練 デ ー タ は 「背 景 」

と 「実 施 例 」か ら抽 出 され て お り,検 索 評 価 に用 い

た 「請 求 項 」 と は異 質 で あ る に もか か わ らず,訳 質

評 価 のBLEUが 高 い グル ー プ は検 索評 価 のBLEU

も高 い 傾 向 に あ る こ とが 分 か った.

 最 後 に,英 日検 索 評 価 の 結 果 に つ い て 説 明 す る.

検索評価 では,CHRの 検索精 度をMAPで 言剰面し,さ

らに請 求項 に対す る翻訳精度 をBLEUで 評価 した.12

の参加 グノレープにつ いてMAPとBLEUの 相 関係 数は

0.936と い う高い値 で あった.す な わち,BI.EUの 値

が高 いほ ど,CHRの 検索精度 も高い こ とが分か った.
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6. ま とめ と今 後 の 予 定

 異なる評価尺度の関係について分かった 転をまとめる.

・BLEUとMAPに よる評価結果 は相関が高かった.

・BLEUと 人 手判定 による評価結果の相関は低かった.

 BLEUを 用いるとSMTの 評価が高 くな り,人 科 ヨll定で

 はRBMTの 評価が高し傾 向にあった.し か し,参 照駅 の

 パターンを増やすことによって,BLEUと 人P判 定に よ

 る結果は近付いた.

2つ 目の点 は検 討 に値 す る.人 手 判 定 とほ ぼ 同 じ評

価 結 果 を 再 現 す る こ とが で き る 自動 評 価 手法 が 確

立 されれ ば,再 利 用 可能 な テ ス トコ レク シ ョンが で

き,そ の 結 果,MTの 研 究 開 発 を 効 率 的 に 進 め る こ

とが で き る,そ こで,次 回 の第8回NTCIRワ ー

ク シ ョ ップ で は,特 許 翻 訳 タ ス ク を継 続 す る と と も

に,「 評 価 手 法 を探 求す るサ ブ タ ス ク」 を 新 た に 実

践す る.こ こで は,人 手 判 定 に 近 い評 価 結 果 を 自動

的 な 手法 で 再現 す る こ とが 目的 で あ る.さ ら に,対

象 のデ ー タ を拡 張 す る こ とも計 画 して い る.具 体 的

に は,特 許公 報 の 発 行年 数 を増 や す こ とや 日英 以 外

の言 語 も対 象 とす る こ とを 予定 して い る.

 なお,本 研 究の.一.一部 は,平 成20年 度 国 立情 報学研

究所 共同研 究 「特 許 文書 にお け る統 計的機 械 翻 訳技 術

の評価 と協調 的研 究 基盤 資源 の構 築 」 で行 われ た.
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一
          BJTビ ジネ ス 日本語 能 力 テ ス トにつ い て

日本貿易振興機構(JETRO)

      北条 尚子

 BJTビ ジ ネ ス 日本 語能 力テ ス ト(以 下BJT)

は 、外 国 人が 日本 企 業 と ビ ジネ ス を行 う上 で の コ ミ

ュニ ケ ー シ ョン ス キ ル を測 定す るテ ス トです 。日本

企 業 の グ ロー バ ル 化 を背 景 に 、 外 国 人 材 の 人 材 育

成 、採 川 、評 価 な どで 活 用 され る よ う、先 進 的 な テ

ス ト理 論 を採 用 した 客 観 評 価 ツ ー ル と して 設 計 さ

れ て い ます 。

 日本 貿 易振 興機 構(ジ ェ トロ)で は1996年 以

来 、BJTを 開 発 ・実 施 して き ま した が 、一 環 して

客 観 評 価 ツー ル と して の 品 質維 持 ・向 上に 注 力 して

き ま した。

【BJTの 目的 】

 BJTは 以 ドの 目的 で 日本 語 を母 語 と しな い ビ

ジ ネス 関係 者 を対 象 に実 施 して い ます。1

(1) 日常 の ビジ ネ ス場 面 に お い て 、日本 語 に よ

    る コ ミュ ニ ケー シ ョン 技 能 が あ る か ど う

    か を測 る

(2) 自分 の ビジ ネ ス 知 識 や ビ ジ ネ ス 戦 略 を 発

    揮 す る た め の 言 語 行 動 能 力 が あ る か ど う

    か を測 る

(3) 日本 の ビジ ネ スや 商 習 慣 に対 し、日本 語 を

    使 っ て 適 切 に行 動 す る 異 文 化 調 整 能 力 が

    あ る か ど うか を測 る

(4) ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ ケー シ ョン 上 の 誤 解 や

    障 壁 を取 り除 き 、国 内外 の ビジ ネ ス 関係 者

    の相 互理 解 の促 進 に寄 与す る

 背 景や 考 え 方 の異 な る相 手 と対 等 の 立 場 に 立 ち、

相 互に理 解 ・尊 重 しな が ら、双 方 の利 害 を追 求 す る

こ とが で き る 、とい うの は ビジ ネ ス 上 の基 本 ス キル

の ひ とつ で あ る とい え ます が 、グ ロー バ ル 化 が進 展

す る中 、BJTで は 特 に 日本 語 を使 っ た ビジ ネ ス コ

ミュニ ケー シ ョン に 焦点 を 当 て て い ます 。

【BJTで 受 験 者 が 行 う情 報 処 理 】

 BJTで は 、文 字 情 報 、音 声 情 報 、視 覚 情 報 を使

って 、ビジ ネ ス で遭 遇 す る 一般 的 な場 面 と、場 面 に

お け る課 題 を設 定 します 。全部 で100問 あ り、は

じめの65問 は音 声 を聴 き、あ る い は 、音 声 を聴 き

なが ら資 料 や 写 真 を見 て 答 え る問 題 、残 りの35問

は資 料 を読 ん で答 え る問 題 です 。

 受 験 者 は 多 く の情 報 を 文字 情 報 、音 声 情 報 、視覚

情 報 で 与え られ ます が 、これ ら情 報 群 か ら、課題 を

抽 出 し、課題 に即 した情 報 の取 捨 選 択 し、統 合 、推

測 を行 い ます 。情 報 抽 出 ・情 報 処 理 の ポ イ ン トは 以

下の とお りです 。1

 ・大 切 な情 報 を運 ぶ こ とば を 聞 く

  名 詞 や 動 詞 や 形 容 詞 な ど大 切 な 情 報 を運 ぶ こ

  とば を よ く聞 く。副 詞 、助詞 ・助 動 詞 、接 尾 辞 ・

  接 尾 語 、接 続 詞 な どは 、情 報 を 運 ぶ こ と よ り も

  情 報 の 精 度 を 高 め る の に役 立 つ こ とば。

 ・YrE!の強 弱 ・緩 急 に 注 意 す る

 ・声 の 調 子 や 話 し方 の 意 味 を推 測 す る

 ・ノイ ズ を す ば や く捨 て る

 ・音声 を聴 く前 に 写 真 ・イ ラ ス トを概 観 し、各 問

  題 の 写 真 ・イ ラ ス トを 分 析 して お く

 ・状 況 説 明 、 設 問 を しっ か り聞 き取 る

 ・き き と っ た 音 声 と写 真 ・イ ラ ス トの 場 面 を

  照 合 す る

 ・未 知 の 単 語 に と らわれ ず 、文 書 全 体 の 概 略 や 構

  造 を と らえ る。

 ・わ か らな い 単 語 は 文 脈 か ら推 測 す る 等

【よい問題かどうか】

 BJTで は項 目反応理論を使って、受験者の能力

値や出題された各試験問題(以 下 「項 目」)の 難易

度を、受験者の項 目に対する正誤の結果から確率論
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的 に求 め て い ます 。

 項 目反応 理 論 で は 、項 目デ ー タか ら各 項 目が どの

く らい 試 験 目的 に 適 合 して い るか とい った 、項 目の

適 切 さ を吟 味 す る こ とが で き ます 。 「よ い 問題 」 か

ど うか は 、作 成 者 や 主催 者 が決 め る の で は な く 、統

計 的 か た ま りの あ る受 験 者 が 決 め るわ け で す。

 デ ー タを 手 が か りに 、項 目の適 切 さ ・不適 切 さの

要 因 を 分析 す る こ とで 、作題 を 洗練 して い く こ とが

で きま す。BJTで は 心理 統 計 分析 分野 の 専 門家 と

日本 語 ・日本 語教 育分 野 の 専 門家 が 議 論 を し、分 析

を行 っ て い ます 。分析 結 果 は 作題 ラ イ ン に フ ィー ド

バ ッ ク し、 作題 マ ニ ュア ル を 更 新 しま す。

 当た り前 の よ うに 書 きま した が 、多 くの 試験 作成

に お い て 、デ ー タ分 析 と作 題 の 間で の、デ ー タを 介

して の 建 設 的 な 意 見 交 換 や 議 論 を 行 っ て い る ケ ー

ス は 少 な い よ うで す。デ ー タを フ ィー ドバ ッ ク して

も、 作題 担 当は デ ー タを 軽視 した が る傾 向 が あ り、

デ ー タ分析 担 当は 、測 定 対 象能 力や 内 容 の 妥 当性 に

は あ ま り関 心 が な い 、 とい っ た傾 向 が あ ります 。

 過 去 の 評 価 項 日デ ー タ に 変 な数 値 が 出 た ケー ス

で す が 、大 別 す る と、語 彙 ・文 法 の 知 識 の 有 無 が 正

誤 を左 右 す る項 目、場 面 ・状 況 設 定 の た め の 情 報 の

与 え方 に問 題 が あ り混 乱 を及 ぼ して い た 項 日、の2

つ で した 。前者 は 「あ る 言葉 を知 っ て い る か ど うか」

とい うこ とは この テ ス トが 測 ろ う と して い る ビ ジ

ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 との 相 関 が な い こ と

を示 して い ます 。た とえ ば 、設 問 中 の キ ー とな る複

数 の言 葉 が 、日本 で は 耳 慣 れ て い る カ タ カナ 語 で あ

っ た項 目は 、外 国 の 実 施 地 で は お か しな 数 値 が 出 ま

した。

 後 者 です が 、BJTで 、場 面 ・状 況 設 定 に お い て 、

写 真 や グ ラ フ とい っ た 視 覚 情 報 も 与え る項 目が あ

る の です が 、それ ら情 報 の あ い まい さが 項 目デ ー タ

に影 響 を及 ぼ した例 もあ りま した。情 報 の あ い ま い

さ、とい う点 で は 、ダイ ク シ スの 問 題 もあ りま した 。

 BJTの 作題 は1人 の 人 が行 うの で は な く、作題

原 案 ～原 案 段 階 で の採 否 チ ェ ッ ク～編 集 者(複 数

名)に よ るチ ェ ック ・改 作 ～モ ニ ター(複 数)に よ

る チ ェ ッ ク～ 問題 一 式(フ ォー ム)単 位 で の チ ェ ッ

ク～ 醇声録 痔段 階 で の チ ェ ッ ク～ 印 刷 段 階 で の チ

ェ ック 、とい くつ もの 複 数 の 眼 で 行 うIl程 が組 まれ

て い ます,,に もか か わ らず 、それ らL程 を 経 て もな

お残 る情 報伝 達 の 問題 は 、人 間 の 思 い 込 み と情 報 の

伝 達 につ い て 考 え させ られ ます 、、

 テ ス トの信 頼 性 の た め に 菩き 添 え る と、項 目試験

開 発 のL程 はマ ニ ュ アル 化 し、各 回 の 試験 ご とに洗

練 され て い ます の で 、 それ ほ ど多 くの 「変 な数 値 」

の項 目は 出 な い こ と、また 、問題 の あ る項 目は除 外

して採 点 され る な ど公 平 な措 置 が取 られ て い ます 、,

【テ ス トの 難 易度 】

 BJTで は1試 験 に テ ス ト項 目が100題 あ り

ます 。 これ を1フ ォー ム と呼 び ます 、,年に2回 の公

開試 験 を行 っ て い ます が 、前 述 の 項 目分析 に よ って

あ らか じめ デ ー タが わ か っ て い る 項 目を 乎が か り

に 、項 目反 応 理 論 を使 っ て 毎 回 の テ ス トに 難 易 が生

じな い よ うに 、フ ォ ー ム 間 の 難 易差 を 解 消す る 丁続

き を 行 っ て い ます 。

 これ に よ り、受験 回 や 受 験 地 に よ る難 易差 が な く

な る の で 、過 去の 受 験 結 果 や 、他 の 受 験 地 の受 験 者

との 比較 が で き ま す。企 業 で は 、自社 従 業 員 の レベ

ル を 外 部 レベ ル と比 較 す る こ とで 、従 業員 の 客観 能

力 評 価 、研 修 効 果 測 定や 、 採 川 な どに も使 え ます 、,

受 験 者 個 人 と して も 自分 の 能 力 の 伸 び を 経 年 で比

較 で き る こ とで 、学 習 モ チ ベ ー シ ョンを維 持 向Lす

る こ とが で き ます。

 テ ス ト1三催 者 と して も受 験 回 に よ る 不 公'i4な く

実 施 す る こ とが で き ま す。 また 、複 数 の フ ォー ム を

もっ こ とが 、テ ス ト事 故(漏 洩 や 再 試 験)に よる 対

策 も準 備 で き ます 。受 験 者 利 益 とい う観 点 で は 敵 要

な 点 で す 。

 この 難 易 を解 消 す る手 順 の た め 、項 目デ ー タは ス

トック して い ま す の で 、複 数 回 の 試験 の難 易度 を同

じにす る こ とが で き ます 。 こ のた め項 目(渦 去 問)
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は非 公 開 と してい ます,,項 目反応 理論 を使 っ た 試験

の場 合 、毎 回 の試 験 問題 は 回収 し、主 催 者 は 項 目を

ほ とん ど公 開 して い な いは ず で す 。

【テス トの果たす役割】

 他人の能力について用もないのに云々するなど

は、人間がやってはならない領域ですが、私たちは

いろいろな必要から、個人の能力について評価 し、

それについて話し合わないといけない場合に遭遇

します,,こ の場 合 、双 方が 納 得 す る方 法 で測 定 さ

れ た客 観 デ ー タ を介 す る こ とに よ り、どち らか が ど

ち らか を折 伏 した り、お 互 い の価 値観 の 問題 に踏 み

込み 傷 つ け合 うよ うな こ とな く、切 り取 られ た 事 実

を も とに 、建 設 的 な話 し合 い に入 る こ とがで き ます。

これ が科 学 の 効能 です 。

 よ い テ ス トは 、テ ス トが 持 つ 悪 しきイ メー ジ=選

別 ・教 化 ・排 除 とは 異 な り、対 話 ・理 解 ・受 容 とい

うポ ジ テ ィブ な もの を 喚起 す る もの な の です 。
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一
言葉と人材一日本企業におけるグローバル人材活用(連載第一回)

日本 貿 易 振 興 機 構(JETRO)

       川1【」 崇

1.は じめに

 日本の国内市場は、少子高齢化や世界的な金融不

況に端を発する不景気などで縮小傾 向にある。一

方、海外に目を向けると、アジアには約30億 人の

市場が広がっている。これ らの国々も金融不況の影

響で短期的に需要が落ち込む可能性はあるものの、

中国をはじめベ トナムやイ ン ドにおいても中間層

の生活水準はr昇 してお り、中長期的にみて巨大な

消費市場になると考えられる。

 加えて、 ドル安 ・円高傾向が続 くとみ られる状況

で、日本企業にとってはアジアなど海外に進出す る

またとない機会 ともいえる。これ らアジアの消費者

は 日本に観光に来る際に、日本製や 日本デザインの

商品を購入 して帰 り、その後海外でも口本製の製品

を購入するとい う消費傾向も見 られ るようになっ

ている。

 日本企業にとって海外に進出する、または海外 市

場や訪 日外国人が販売対象 となるグローバル化進

展の流れは避けられないものだ。このように、アジ

アを始めとする海外の消費市場が拡大 し、米国流の

金融資本 畢義 が一つの転換期を迎える中、今後真の

意味での 「グローバル資本主義」が広がっていくと

考えられる。これにどう対応 していくかが日本企業

の喫緊の課題である。

 その際に、日本企業がどの部分を 「世界標準」に

合わせて、どの部分を 日本の組織が優れている点と

して残 していき、新たな日本流の経営方式を創 りr_

げていくかは大きな課題である。本稿では、その中

で重要な領域になると考えられ る日本国内や海外

法人におけるグローバル人材(外 国人)1の 活用に

っいて様 々な視点か ら企業の具体例などを交えて

論 じてみたい。

2.グ ロー バ ル 人材 活 用 と 日本 企 業 の 海 外 展 開

 日本 国 内 で グ ロ ー バ ル 人 材 の 活 川 が 必 要 に な っ

て き た 要 因 は以Fの4点 で あ る。第1に 、国籍 を 問

わ ず 優 秀 な 人 材 の ニ ー ズ が 高 ま って い る とい う こ

とだ 。 これ は 日本 人 正 社 員 と同 様 に 本 社 で 採 川 さ

れ 、 日本 国 内 で 勤 務 し、そ の 後 も海 外駐 在 な どを 含

め 日本 人 正 社 員 と同 様 な 処 遇 や キ ャ リア を た ど る

こ とが 前 提 に あ ろ う。

 次 に 、海 外 展 開 用 の ブ リ ッジ 要 員 と して であ る、,

最 近 は 、 中国 を始 め とす るBRICsや それ 以 外 の 新

興 国 向 けの ビジ ネ ス が増 え る傾 向 に あ るた め、将 来

的 な 母 国 へ の 駐 在 の 可 能 性 も含 め そ れ ら国 々の 事

情 に精 通 した人 材 の 必 要性 が増 して い る、,また 、小

売 業 や ホテ ル な どサ ー ビス 業 で は 、最 近 増 加 して い

る外 国 人 観 光客 の販 売 ・接 客 対 応 人材 と して 、特 に

来 日数 が 多 い 韓 国や 中 国 の 人 材 活 川 の ニ ー ズが 出

て き て い る。

 第3に 、理 一[系の技 術 を持 つ 人材 の必 要性 だ。こ

れ に は 、 日本 国 内 で の 理 工 系 人 材 不 足 が,1L'1;i,11hlにあ

る。 文部 科 学 省 に よ る と、 日本 のL学 部 の志 願 者 数

は2008年 度 の 入試 で24万 人 程 度 と、 ピー クだ っ

た1992年 の 半分 以 下 とな って い る。 さ らに理n系

学 部 に 進 学 した 学 生 が 途 中 で経 済 学 部 な ど 文系 に

転 部 した り、卒業 後 も製 造 業 で は な く 、金融 な ど従

来 に は あ ま り見 られ な か っ た 方 面 に就 職 す る傾 向

に あ っ た の も技 術 者 不 足 に拍 申:をか け て い る、,ま

た 、需 要 面で は 中 国 な ど海 外 取 引増 加 に伴 い 、ア ジ

ア で技 術 系 人材 を 大 量 採 用 す る と い う企 業 も増 え

て い る。

 第4に 、最 近 話 題 と な っ てい る ダ イバ ー シテ ィに

よ る組 織 活性 化 で あ る。異 な る価 値 観 を持 つ 人 材 が

組 織 に 入 る こ とで これ ま で とは 違 う発 想 が 生 まれ

るな どの メ リッ トが 考 え られ る。

1こ こで い うグローバル 人材 とは、基本的 に口本の国内外 にお ける外 国人人材 を指す。
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 今 後 の 日本 企 業の 海 外 展 開 を 考 え る際 に 、大 き く

分 け て 自社 の 海 外 進 出 と ク ロ ス ボ ー ダ ーM&Aの

2つ の 方法 が 考 え られ るが 、そ れ に は グ ロー バ ル な

人材 活 用 が 大 き な課 題 とな るだ ろ う。

 まず 、海 外 進 出 で あ る が 、今 後 の 海 外 進 出 は 安 価

な 労 働 力 を 用 い た現 地 生 産 の み な らず 現 地 市 場 へ

の 販 売 を念 頭 に お い た も の に シ フ トして い くだ ろ

う。 また 、これ まで 海 外 展 開 が 進 ん で い な か っ た 小

売 ・流通 な どサー ビス 業の 進 出 も進 む とみ られ る。

そ の 際 、現 地rlf場 に製 品 を売 り込 む に は 世 界 中 の 代

理 店 や 輸 出 入 業 者 と取 引 して い く こ とが 避 け られ

な い。

 例 え ば 、特 に 中 国 な ど広 大 な 面 積 を持 つ 国 で は 、

自前 で 全 て の販 売 網 を持 つ こ と は不 可能 だ 。そ うな

る と、現地 の代 理 店 の 中国 人 教 育 をす る 自社 の 人材

も必 要 に な る、,彼らの モ チ ベ ー シ ョン を維 持 す るた

め に 幹 部 も含 め た現 地 化 を進 め る必 要 が あ り、そ の

た め に は 人材 育成 や 教 育 も必 要 で あ る。ま た 、海 外

で優 秀 な 人材 を採 用 し、定 着 させ る 方策 に加 えて 、

日本 本 社 で 外 国 人 を 採 用 して グ ロー バ ル 競 争 や 海

外 展 開 に備 え る こ と も 一一層 重 要 に な る。

 しか し、これ を推 進 しよ うとす れ ば 本 社 の グ ロー

バ ル 化 が 併せ て必 須 に な る。日系 企 業 は 人 材 の 現 地

化 を 進 め て い く方 向 に あ るが 、将 来 的 に海 外 で 優 秀

な 人材 の採 用 を拡 大 しよ うとす れ ば 、日本 語 が 話せ

る い わ ゆ る 日本 語 人材 のみ な らず 、英 語 人 材 に まで

採 用 の パ イ を拡 大 して い か ざ る を得 な くな る 可能

性 もあ る。そ の 際 に 、本 社 側 で海 外 と英 語 で 業 務 遂

行 が 可能 か 、どの 程 度 英 語 で 社 内 文 書 な どの情 報 を

提 供 で き るか 、な どの 課題 が浮 き彫 りに な る。必 要

が あ れ ば彼 らに 日本 語研 修 を 実 施 す る とい うよ う

な形 も 可能 だ ろ うが 、全 て 日本 語 で オ ペ レー シ ョン

す る こ とが 現 実 的 で 可能 か を含 め て 経 営 判 断 して

い く必 要 が あ るだ ろ う。コ ミュニ ケ ー シ ョン ス タイ

ル も 日本 人 同i:で あれ ば 、 「暗 黙 知 」 的 に理 解 し合

え る事 柄 も、文化 や 教 育 の背 景 が 異 な る外 国 人 の比

率 が 社 内 に増 えて くれ ば 、文書や マ ニ ュ ア ル な どで

「形 式 知 」化 した り、コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の絶 対 量

を増 や す な ど これ ま で の ス タイ ル を 変 化 させ て い

く必 要 も 出て くる。同 じ価 値 観 が 前提 のマ ネ ジ メ ン

トで は な く、異 な る価 値 観 や 「ダ イバ ー シ テ ィ(多

様 性)」 を 前提 に した マ ネ ジ メ ン トが 必 要 に な る の

で は な い か。

 ま た 、今 後 消費 の ソフ ト化 が進 ん で い く中 で は 、

これ ま で の よ うに 大 量 生 産 の 製 品 だ け を 販 売 す る

の で は な く、 ニー ズ に合 っ た 商 品 開発 、提 案 営 業 、

マー ケテ ィン グ、PRな ど ク リエ イテ ィブ な ホ ワイ

トカ ラー 人材 が一 層 求 め られ る よ うに な り、そ の た

め の 人材 は 現 地 市 場 を把 握 して い る現 地 の 人 材 が

不 可欠 だ。

 第2に 、ク ロス ボー ダー-M&Aだ が 、米 国 初 の 金

融 危 機 や 円 高 を背 景 に 、野 村 謹 券 の リー マ ン ・ブ ラ

ザー ズ ア ジ ア 太 平洋 ・欧 州 ・中 東 部 門 買収 、キ リン

ビバ レ ッ ジの デ ア リー フ ァー マ ー ズ な どオ ー ス ト

ラ リア企 業 買 収 な ど積 極 的 に海 外 企 業 を 取 り込 む

動 き がみ られ る。これ は 日本 企 業 に と って グ ロー バ

ル 化 を 一気 に進 め る チ ャ ン ス で もあ る が 、同 時 に リ

ス ク で もあ る と考 え られ る。 なぜ な ら、海 外 企 業 を

経 営 した 経 験 の あ る グ ロー バ ル な 感 覚 を 持 っ た 経

営者 人材 が 日本企 業 に は不 足 して い る か らだ。こ う

した 経 営 者 人 材 の 早 急 な 育 成 と と も に 、 将 来 的 に

は 、海 外 企 業 を 経 営 す る の に 外 国 人 人材 を 活 用 す る

こ と も視 野 に入 れ な けれ ば 、グ ロー バ ル化 に 対応 し

て い くの は難 しい だ ろ う。

 欧 米 や ア ジ ア な ど海 外 の企 業 を 買 収 す る と い う

こ とは 、それ らの企 業 を マ ネ ジ メ ン トす る こ とに な

る。そ の 際 に、 これ ま で 日本 で行 っ て い た経 営 方 式

をそ の ま ま移 植 しよ う とす るの で は な く、買収 先企

業 の 経 営 方 針 を尊 重 して い く こ と も今 後 は 必 要 に

な る とみ られ る。 日経 ビジ ネ ス の1月12日 号 特集

「人 減 ら しに潜 む 真 の 危 機 人 材 ガ ラパ ゴ ス」に よ

る と 、先 に 述 べ た 野 村 謹 券 の リー マ ン ・ブ ラザ ー ズ

買収 で は 、1日リー マ ン 出身 者 が 多数 の 要職 ポ ス トに

就 い た とい うこ とで 内 外 か らの 反 響 を呼 ん で い る。

同社 の 幹 部 層 に よ る と、 日本 企 業 の伝 統 的 なM&A

の 手 法 で 買収 先 の 企 業 を 買収 側 の 企 業 色 に 染 め よ
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うとすると優秀な人材の流出が懸念された とい う。

逆に言えば、従来 日本企業は海外企業の買収時に買

収先に人材を送 り込んで 日本の本社の経営方式を

移植す るような形をとるケースがそれだけ多かっ

たとい うことだろう。

 また、特に人事戦略を摺 り合わせるのは難 しい課

題になる。日本的な年功序列 ・長期雇用を基本にお

いた人事制度と成果主義・短期雇用を基本とした欧

米の制度は相容れない部分が多いからだ。中国やイ

ンドなどアジアでも、基本的に1～2年 くらいの短

いタームでのキャリアを考える人材が多く、転職 し

てステ ッブアップ していきたい とい う成長意欲が

強い。キャリアに対する時間軸が 日本と欧米・アジア

で は か な り異 な る とい え 、逆 に キ ャ リア の 考 え 方 と

して は 、 こ ち らの 方 が 「世 界 標 準 」 と 言 え る部 分 も

あ るの で は な い か。

 ま た 、 日本 企 業 の海 外 企 業 買収 とは逆 に、今 後 は

中 国 や イ ン ドな どア ジ ア企 業 が 日本 に進 出 した り、

日本 企 業 を 買収 す る 可能 性 も考 え られ る、,その 際 に

は 、今 度 は ア ジ ア 人 を 中 心 と した 外 国 人経 営 者や 幹

部 の 下 で 日本 人が 働 くこ とに な る,,こ う した状 況 を

鑑 み る と、グ ロー バ ル 人 材 に 加 えて 、 グ ロー バ ル な

視 野 を持 つE1本 人 の 育成 も急 務 だ とい え る 、

 次 回以 降 で は 、日本 で グ ロー バ ル 人材 を 活川 して

い る 企 業の 例 や 中 国 な ど海 外 で 現 地 人材 を 活 川 し

てい る企 業の 例 を含 め て、 論 じてみ たい 、、
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ACL2008

ACL 2008 Third Workshop on Statistical Machine Translation参 加 報 告

ATR 安田 圭志

 46回 目 を 迎 え るACLは,2008年6月15日 か ら

6月20日 の 日程 で,米 国 オ ハ イ オ 州 コ ロ ン バ ス に

て 開 催 さ れ た.本 報 告 書 で は6月19日 に 開 催 され

た 統 計 翻 訳 の ワ ー ク シ ョ ッ プ(ACL 20083rd

workshop on statistical machine translation)に

っ い て 述 べ る.

ワー ク シ ョッ プ概 要

 本 ワー ク シ ョップ で は,機 械 翻 訳 と,翻 訳 評 価 に

関す る2つ の シ ェ アー ドタ ス クが 設 け られ て お り,

事 前登 録 す る こ とに よ り,誰 で も参 加 可能 で あ る.

各参 加 チ ー ム は,ワ ー ク シ ョ ップ にお い て シ ステ ム

解 説 の発 表 を行 な う形 式 で 行 な われ る.こ れ らの 発

表 に加 えて,翻 訳 に 関連 す る一 般 の 技 術 論 文の セ ッ

シ ョン も設 け られ て い るが,こ こで は 主 に,シ ェア

ー ドタ ス ク に 関す る報 告 を行 な う.

機 械 翻 訳 シ ェ アー ドタ ス ク

 機 械 翻 訳 シ ェ アー ドタ ス クに つ い て は,欧 米 を 中

心 と した18機 関 か ら23グ ル ー プ の 参加 が あ っ た.

 本 ワー クシ ョ ップ に お い て 扱 わ れ た 言 語 は,英

語 ドイ ツ 語双 方 向,英 語 スペ イ ン 語 双 方 向,英 語 フ

ラ ン ス語 双 方 向,英 語 チ ェ コ語 双 方 向,ハ ン ガ リー

語英 語 方 向,ド イ ツ語 スペ イ ン語 方 向 の 合 計10言

語 方 向 で あ る.

 参 加 グル ー プ に は,翻 訳 シ ステ ム構 築 の た め の以

下の デー タが配 布 され る.

O

O

Q

Q

学 習 用 対訳 デ ー タ

言 語 モ デ ル

開発 セ ッ トとテ ス トセ ッ ト

MOSES統 計 翻 訳 ツ ー ル キ ッ ト

 シ ェア ー ドタ ス ク参 加 者 は,こ れ らのデ ー タ を 用

い て適 宜 翻 訳 シ ステ ム を構 築 し,テ ス トセ ッ トに 対

す る翻 訳 結 果 を提 出す る.

 学 習 デ ー タ は,欧 州 議 会 の 議 事録 か らっ く られ た

対 訳 コー パ ス と,新 聞 記 事 か ら作 られ た 対 訳 コー パ

ス で あ る.翻 訳 の 対 象 と な るテ ス トセ ッ トは,学 習

デー タ と同様,欧 州 議 会 の議 事 録 と,新 聞 記 事 か ら

作 られ た テ ス トセ ッ トで あ る.

 提 出 され た 翻 訳 結 果 は以 下の3つ の 主観 評 価 法

と複 数 の 自動 評 価 法 に よ り評 価 され る.(自 動 評 価

に つ い て は,「 翻 訳 評 価 シ ェ アー ドタ ス ク」 の 節 で

説 明 す る.)

1.文 単位のランキング評価:複 数の翻訳結果を

 提示し,訳 質の順位付けを行な う.

2.句 などの部分単位でのランキング評価:構 文

 解析 した原言語文における句などの部分単

 位 ご との 翻 訳 結 果 の 評 価.1.と 同様,訳 質 の

 順位 付 け を 行 な う.

3.句 な どの 部 分 単位 で の 二 値 評 価:2と 同様,

 部 分 単位 で の評 価 で あ るが,2の よ うな 相 対

 評 価 で は な く,翻 訳 がIEし い か ど うか

  (Yes!No)だ け を判 断 す るの 二値 評 価.

 主 観 評 価 に お い て は,参 加 チ ー ム に よ り提 出 され

た 翻 訳 結 果 に 加 え て,6つ の ル ー ル ベ ー ス汎 用 翻 訳

シス テ ム に よ る翻 訳 結 果 の 評 価 も行 な って い る.

 主 観 評 価 の 結 果 を見 る と,概 ね どの 言 語 方 向 にお

い て も,欧 州 議 会議 事録 の テ ス トセ ッ トで は,統 計

翻 訳 をベ ー ス と した 方 式 が,ル ー ル ベ ー ス型 汎 用 翻

訳 シ ス テ ム よ り も優 れ て い る とい う結 果 とな って

い る。 一 方,新 聞 記 事 の テ ス トセ ッ トに お い て は,

ル ー ル ベ ー ス 汎 用 翻 訳 シス テ ム の 方 が,統 計 翻 訳 シ
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ステ ム よ りも優 れ て い る とい う結 果 とな っ て い る.

 一一・般 に統 計翻 訳 シ ス テ ム の性 能 は,モ デル 学 習 時

に 用 い る 対 訳 コー パ ス の 質 と 量 とに 大 き く影 響 さ

れ るた め,良 質 で(翻 訳 対 象 の ドメイ ン に 近 い),

大 規 模 な 対 訳 コー パ ス で あ れ ば あ る ほ どシ ステ ム

の性 能 が 向}す る.欧 州 議 会 議 事 録 と新 聞 コー パ ス

とを比 較 す る と,欧 州 議 会 議 事 録 の コー パ ス は新 聞

コー パ ス の20倍 程 度 の 量 が あ る.こ の た め,欧 州

議 会 議 事 録 のテ ス トセ ッ トに対 して は,ル ー ル ベ ー

ス汎 用 シ ステ ム を越 え る性 能 が 出 てい るが,そ の 反

面,学 習 コー パ ス 量 の 少 な い 新 聞 記 事の テ ス トセ ッ

トにお いて は,ル ー ル ベ ー ス汎 川 シ ステ ム に 劣 って

い る.

 今 後,統 計 翻 訳 の研 究 トピ ッ クの 一 つ で あ る ドメ

イ ン ア ダプ テ ー シ ョン に 関 す る 技 術 開 発 が 進 む こ

と に よ り,イ ン ドメイ ン学 習 コー パ ス不 足 の 影 響 を

小 さ くす る こ とが 出 来 る 可能性 が あ るが,当 面 は 翻

訳 対 象 に応 じて,翻 訳 方 式 を適 宜選 択 す る方 法 が 最

も有 効 な ア プ ロー チ とな ろ う.本 ワー ク シ ョ ップ に

お い て も,シ ス テ ム コ ン ビネ ー シ ョン に 関す る取 り

組 み も行 な わ れ て お り,単 独 シ ステ ム の場 合 と比 較

し,優 れ た 翻 訳性 能 を 示 して い る.

翻 訳 評 価 シ ェア ー ドタス ク

 翻 訳 評 価 シ ェア ー ドタ ス クで は,種 々 の翻 訳 自動

評 価 指標 と,先 に 述 べ た 主観 評価 結 果 との 問 に お い

て,ど の 程度 の相 関や 評価 の 一 致 が 得 られ る か を 明

らか に す る こ とを 目的 と して い る 。

 今 回 の シ ェア ー ドタス クに お い て は,シ ス テ ム 単

位 の 評価 に 加 え て,文 単位 の 評価 に つ い て も扱 っ て

い る.

 文 単 位 と シ ス テ ム 単 位 の 双 方 の 評 価 に 用 い る 自

動 評価 指標 と して は,BLEUやMETEORを 含 む

13の 自動 評 価 指 標 がエ ン トリー してお り,文 単位

に 特 化 した 評 価 指標 と して は,SVMやSVRを 用 い

た3つ の方 法 が エ ン トリー して い た.

 シ ス テ ム 単位 の評 価 結 果 にお け る相 関 をみ る と,

翻 訳方 向や,相 関 を 計 算 す る際 に,先 に 述 べ た3つ

の 主観 評 価 の 内,ど の 評価 結 果 を採 用 す るか な ど に

よ って,各 手法 の 優 劣 が 大 き く異 な って い る.英 語

を 目的 占語 と した場 合 で は,大 半 の 自動 評 価 指 標;こ

お い て0.7前 後 の 相 関 が 得 られ てお り,そ の 中で も

特 に,METEORを ベ ー ス と した 評 価 ア法 が 健 闘 し

て い た.

 文 単位 評 価 に お い て は,シ ステ ム 単位 の 評 価 の 場

合 と異 な り,各 手法 の 評 価 に対 して 相 関係 数 を 川 い

て お らず,「}1観 評 価 に よ り決 定 され た 訳 文の優 劣

と,自 動 評 価 ス コア に よ り決 定 され た 訳 文 の優 劣 と

の 一 致 率 」に よ り各 手法 の 優 劣 を評 価 して い る.評

価結 果 を 見 て み る と,英 語 を 目的 言 語 と した場 合 で

は,BLEUやMETEOR等 の 複 数 の 自動 評価 指 標

を 結 合す る 方 法 が最 も高 い 一致 率 を 得 て い る.た だ

し,現 状 に お け る最 簿の 手法 に お い て も,得 られ る

一致 率 は0
.6に 満 た な い チ ャン ス レベ ル に近 い値 で

あ り,実 川 の た め の 多 くの 課題 が残 され てい る.

 文 単位 の評 価 は,同 一一評価 者 が 評価 す る場 合 にお

い て で も,あ る一一定 の 評 価 の 揺 れ が 生 じてお り,難

易 度 の 高 い タ ス ク で あ る が,今 後 の 取 り組 み に よ

り,実 用 に 近 い 自動 評 価 指標 の 開 発 が され る こ と を

期待 した い.

むす び

 こ の よ うな参 加 型 ワー ク シ ョ ップ は,デ ー タや 知

識 の 共有 が行 な え る こ とか ら,翻 訳技 術 の 発展 に非

常 に 有意 義 で あ り,本 ワー クシ ョ ップ の 参加 チ ー ム

数 も年 々増 加 して い る.

 今 回 の ワー ク シ ョ ップ の シ ェ アー ドタ ス クに お

い て は,日 本 か らの 参 加 は 無 か った が,機 会が あれ

ば,興 味 を お持 ち の 読 者 の皆 様 も是非 と も参加 して

い た だ き た い.次 回 ワー クシ ョ ップ の シ ェ アー ドタ

ス クの 提 出 期 限 は既 に 終1し て い るが,報 告 会 は

2009年 春のEACLに お い て開 催 され るf'定 で あ る.
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AMTA2008

                                Conference Report

     The Eighth Conference of the Association for Machine Translation
                          in the Americas(AMTA 2008)
                     Waikiki, Hawaii, October 21-25,2008

           Francis Bond, NICT

Seiji Okura, Fujitsu Laboratories Ltd

1.Outline of conference

The conference was held at the Hilton Prince Kuhio Hotel, Waikiki, Hawaii. It was collocated with the

International Workshop on Spoken Language Translation(IWSLT 2008), the NIST workshop on"Metrics for

Machine Translation Challenge"and the Conference on Empirical Methods in Natural Language Processing

(EMNLP 2008).

One of this year's themes was government uses of MT, which in context was the U.S. government use of

machine translation, with a high level of participation from the U.S. military.

2.Papers

Presentations were divided into three streams, normally run in parallel:Commercial Uses of MT(13papers);

MT Research(22 papers);(U.S.)Government Uses of MT(21 papers). There was also a student research

session(6 papers).

The majority of research papers were about statistical machine translation systems. Among these, integration

of syntactic features was the most common topic, ranging from the learning of hierarchical transfer rules to

the introduction of a stand-alone parser as a preprocessor or language model.

One particularly interesting paper looked at weighting translation rules(in an example-based system)

according to the similarity ofthe document to be translated with the document the rules were learnt from

(Brown 2008). This gave a large increase in accuracy using only existing information.

The AAMT Sharing/Standardization Working Group presented their work on the UTX-S(Universal

Terminology eXchange‐Simple)standard for sharing user/domain dictionaries(Bond et al.2008). There

was interest from participants in making this compatible with TBX(term base exchange).

2.11nvited lectures

There were five keynote presentations:

   一 "The Triple-Advantage Factor ofMT:Cost, Time-to-Market, and FAUT"

       Will Burgett&Julie Chang, Intel Corporation

   - "Bringing humans into the loop:Localization with MT at Trasln"

       Declan Groves, Trasln Translation Technology
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"Machine Translation 2008:Science meets Solution"

Mark Tapling, Language Weaver

"Can MT really help the Department of Defense?"

Nicholas Bemish, Defense Intelligence Agency

"MT for the Second B川ion Internet Users"

Dion Wiggins, Asia Online

Technology Showcase

Many MT-related demonstrations were presented, including:

   - rule-based MT systems

   - statistical MT systems

   - combination ofspeech technology and MT

       Indonesian MT system(from/to English)

Although statistical MT is the trend, some rule-based MT systems were also presented.

3.Personal impressions

The overall feeling of the conference was positive, with many examples of successful deployment of

machine translation, both in commercial environments and for government use. Most of the use cases

emphasized the emphasis of integrating human and machine translators. There were no great breakthroughs

in the research papers, but rather a series ofsmall incremental improvements.

The general impression is that the MT is being used more widely than ever in the near future, because the

amount of digital content is increasing and thus the market for MT is growing bigger. One important

potential problem is that vendors appear to determine the shape of the market, which is not ideal. The market

should be determined by different users who have different translation needs, so vendors need to

communicate with users more.

4.For more information

The conference website is at http://www.amtaweb.org/AMTA2008.html. It contains the full program.

The next conference(AMTA 2009)will be held at Chateau Laurier, Ottawa, Ontario, Canada on August

26-30,2009(http://summitxii.amtaweb.org/).
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一 一
  「翻訳メモリ技術」を核とした機械翻訳の研究開発、そしてその後

一2008年 「AAMT長 尾 賞 」 受 賞 に際 し一

                      シャープ株式会社 佐田 いち子

1. は じめ に

 企業 の 中 で 機 械 翻 訳 に携 わ っ て い る 人 達 に 元 気

に な っ て欲 しい 、そ うい う思 いで 、 この 賞 を贈 る。

これ は 「AAMT長 尾 賞 」 の 授'チ式 で 長 尾 先生 か ら

戴 い た 言葉 で あ る。 今 も思 い 出す 度 に胸 が 震 え る。

 シ ャー プ が 機 械 翻 訳 に取 り組 ん で 四 半 世 紀 以L

の 歳 月 が流 れ た。社 内 で も 異例 の ロン グ ラ ンテ ー マ

とな っ た が 、今 尚 「言葉 の壁 」 を打 ち破 る に 至 っ て

お らず 、時 と して 眼 前 に 讐 え る壁 の 高 さに畏 怖 の 念

を 覚 え る こ と さえ あ る。それ で も見 果 て ぬ夢 を追 い

続 け 、 今 日 まで に幾 つ か 独 自技 術 を創 出 して きた 。

 本稿 で は 、今 回受 賞 対 象 とな っ た機 械 翻 訳 実 用 化

の 中核 で あ る 「翻 訳 メモ リ技 術 」 と、これ に着 想 を

得 て 開 発 した 「対 訳 テ ンプ レー ト方 式 翻 訳技 術 」 に

つ い て触 れ てみ たい と思 う。

2. 翻 訳 メ モ リ技 術

 文法 規則 や 辞 書に 基 づ く 「ル ー ルベ ー ス翻 訳 」、

この 開 発 に 当社 で も長 き に わ た り労 力 を 費や して

き た。そ の 間 に 、人 力 され た 英 文 を機 械 翻 訳 し易 い

英 文にす る 「英 英 変換 」や 、翻 訳 結 果 の 和 文 を人 間

に とっ て読 み 易 い 和 文に す る 「日 日変換 」等 の 翻 訳

前 処理 ・後 処理 技 術 を 開 発 し、精度 の 向 ヒに 努 め た。

しか し、ど う足掻 い て も 「人間 の よ うに 自然 な翻 訳」

は実 現 で きな か った 。何 で も翻 訳 で き るが 高 精 度 は

望 めな い 、 ル ー ル ベ ー スの 限 界 で あ る。

 そ こで チ ャ レン ジ した の が 「翻 訳 メモ リ技 術 」だ、、

これ は シ ャー プ ヨー ロ ッパ 研 究 所 との 共 同 開 発 で 、

所 謂 「翻 訳 メ モ リ」とは 少 し異な る。人 力 文 に 対 し、

対 訳 文例DBか ら類 似 文 を検 索 して 対訳 文 と共 に

提 示 す るだ け で な く、人 力 、語 で の 差 分 を 出 力 言語

に 変 換 して 訳 文を 生成 す る 翻 訳 技術 で あ る。

 対 訳 文例 は 内 部 的 に 単 語 ア ラ イ メン トしてお く。

これ に よ り、口英 間 でi}i語 対 応 が とれ て い る 部 分 は

い ず れ も 可変 部 に な り得 る。即 ち 、入 力 文 と類 似 文

との 比 較 で 常 に 動 的 に 可変 部 が 決 ま るわ け で あ る。

比 較 は 入 力 言語 の 形 態 素 単位 で 照 合 を 行 うが 、場 合

に よ って は 、 取 得 した 差 分 の 範 囲 を拡 張 ・縮 小 し、

真 の 非 マ ッチ 部 を決 定 す る。

例1

 入 力 文:こ こ に 食 料 品 店 は あ り ま す か

 類 似 文:こ こ に 喫 茶 店 は あ り ます か

 対 訳 文:Is there a coffee shop here?

例1で 、表 層 的 差 分 は 「食料 品」 と 「喫 茶 」 だ が 、

ア ライ メ ン ト情 報 、また は 辞 書情 報 に基 づ い て 差 分

の 範 囲 を 拡 大 し、真 の非 マ ッチ 部 で あ る 「食 料 品 店 」

と 「喫 茶 店 」 の 対 訳 を 置換 す る こ とで 、"Is there a

erocery store here?"と い う訳 文が 得 られ る。

 翻 訳 の ベ ー ス 文 とな る 類 似 文 を 選 択 す る 際 に は 、

語 彙 の 意 味 情 報 を 利 川 して い る。

例2

 入 力 文;日 本 語 の パ ン フ レ ッ ト を くだ さい

 文 例1:ホ テ ル の パ ン フ レ ッ ト を くだ さい

 対 訳1:…apamphlet about the hotel

 文 例2:英 語 の パ ン フ レッ ト を くだ さい

 対 訳2:…apamphlet written in English

例2で 、 「日本 語 」 と 「英 語 」 は 同 一一の 意 味集 合 に

属す が 、 「ホ テ ル 」 は 異 質 だ 。 故 にベ ー ス 文 と して

文例2を 選 択 す る こ とで 、格助 詞 「の 」の 多義 性 に

起 因 す る英 語 の 誤 訳 を 回避 し、"Could I have a

pamphlet written in Japanese?"を 出 力 で き る。

 非 マ ッチ 部 の翻 訳 に は 、2種 類 の 方法 を試 み た。

第1期 「翻 訳 メ モ リ技 術 」 は 、PC用 ソフ トウェ ア

「専 門分 野 翻 訳 これ ・本 ビジ ネ ス ・科 学 技 術 編V2」

と して2004年 に 商 品 化。 出版 社 ラ イ セ ン ス 文例 等

26万 文を 搭 載 し、 人 力 文 と最 も類 似 度 の 高 い 文例

をベ ー ス 文 と して 利 用 す る と 共 に、局 所 的 にマ ッチ
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して い る 文 例 中 か ら実 行 時 に 抽 出 した 対 訳情 報 を

ベ ー ス文 の非 マ ッチ 部 を翻 訳す る た め に利 用 した。

当該 方式 は 、非 マ ッチ 部 周 辺 コ ンテ キ ス トを翻 訳 に

活 かせ る とい う利 点 が あ る。ユ ー ザ 登録 文 例 の 自動

ア ラ イ メ ン ト機 構 を装 備 し、文例 を追 加 す れ ば特 定

分 野 へ の チ ュー ニ ン グ が で き る とい う道 も拓 い た。

 第2期 「翻 訳 メモ リ技 術 」 は 、Windows CE機

(416MHz)に 実 装 し、掌 サ イ ズの 「音 声翻 訳機 」

とい う形 態 でCEATEC Japan 2006に 参 考 出 品 。

限 られ た 機 器 リ ソー ス で も軽 快 に 動 作 で き る よ う

旅 行 会 話 分 野 の 文例2万 文 に 絞 り、非 マ ッチ 部 翻 訳

に は 語 形 変 化 情 報 や 意 味 情 報 を備 え た 対 訳 辞 書 を

利 用 したD少 な い文 例 で 多様 な入 力 文 を扱 うた め に

文末 表 現 等 の換 言 を行 うパ ラ フ レー ザ も装 備 した。

例 え ば 、多 少 の ニ ュア ンス は 犠 牲 に して も 「～ して

{貰 え ます か 順 け ま す か1く れ ます か1…}」 を 単一

表 現 とみ なせ ば 、無 用 な類 似 度 低 下 を抑 止 で き る。

 か く して 「翻 訳 メモ リ技 術 」 と従 来 型 の 「ル ー ル

ベ ー ス翻 訳 エ ン ジ ン」を 二段 に設 けた ハ イ ブ リ ッ ド

翻 訳 方 式 に よ り 自然 な翻 訳 と汎 用 性 の 二兎 を 追 い 、

旅 行 会 話 で は 、 ネ イ テ ィブ レベ ル の 翻 訳 が70%、

許 容 で き る もの も含 め90%の 精 度 を実 現 で きた 。

 しか しな が ら、 「翻 訳 メモ リ技 術 」 は 、 コー パ ス

バ ラ ンス に セ ンシ テ ィブ で 、カバ ー 率 を 向 上 させ る

た め に 追 加 した 文 例 が 、他 の類 似 文選 択 時 に思 わ ぬ

ノイ ズ を 生 む こ とに な り、安 定精 度 の維 持 が難 しい

とい う致 命 的 な 欠 点 を持 っ。 これ は 、形態 素 単位 で

入 力 文 と文 例 を比 較 して い る こ とに も原 因 が あ る。

例3

 入 力 文:札 幌 か ら 来 ま し た

 文 例1:東 京 か ら 来 ま し た

 文 例2:札 幌 か ら 来 た 東 です

例3で 、構 文的 ・意 味 的 には 明 らか に 文例1と の類

似 度 が 高 い とい え る。 しか し、 一}三要 形 態 素(文 の 中

で 意 味 を持 つ と考 え られ る もの)で 比 較 す る と 、「か

ら」 と 「来 る」 しか 一 致 して い ない 文例1よ り、

「札 幌 」 「か ら」 「来 る 」が 一致 して い る 文例2と の

類 似 度 が 高い こ と にな る。n-gram(n=1)で の 比 較

も試 した が 、日本 語 等 の形 態 素 間 に スベ ー スの ない

言 語 で は 意 味 の な い 文字 単位 で の 照 合 とな るた め 、

類 似 度 算 定 に お け る信 頼 性 は 一層 低 ドす る。 勿 論 、

文 の 長 さ等 、様 々 な フ ァ クタ を パ ラ メ タに追 加 して

類 似 度 調 整 を行 って い るが 、文例 増 減 の影 響 を受 け

な い 係 数 の 設 定 は 極 め て 困 難 で あ る こ とが 判 っ た。

 ま た 、動 的 に 可変 部 を決 め るが 故生 ず るマ ッチ 部

と非 マ ッチ 部 の 境 界 摩 擦 、非 マ ッチ部 翻 訳 時 の 冠 詞

や 数 情 報 の 誤 り、 等 の 課 題 もあ った 、,

3. 対 訳 テ ン プ レー ト方 式 翻 訳 技 術

 こ う した 「翻 訳 メモ リ技 術 」の 課題 を解 決す べ く、

か つ 小 型 ユ ビキ タ ス端 末 に適 す よ う考 案 した の が

「対 訳 テ ンプ レー ト方 式 翻 訳 技 術 」 で 、2008年 に

「カ ラー 電 子辞 書Brain」(192MHz)で 動 作 す る

旅 行 用 「会 話 ア シ ス ト」 機 能 と して 商 品 化 した。

 テ ンプ レー トとい う所 以 は 、1つ の 文例 中に 意 味

ラベ ル で 示 した 可変 部 と、具体 語 で記 述 した 固 定 部

を持 つ た め で あ る。 可変 部 には 形 態 情 報 を 付 与 し、

単 語 間 の 共 起 フ ラ グ と 共に'f成 時 に 利 用 して い る。

文 例 絞 り込 み に は キー ワー ドf測 変 換 方 式 を採 川。

8千 対 の 日本 語 ・英 語 ・中国 語 対 訳 テ ンプ レー トと、

2万 語 の対 訳 辞 書 を用 い 、文 例候 補 の原CI語 も含 め

三言 語 と も実 行 時 に生 成 してお り、99%の 正解 率 を

実 現 。カ バ ー 率 に は 課題 が 残 る もの の 、確 実 に 一 歩

前 進 した との 実 感 が あ る。

4. おわ りに

 遠 くに 光 る金 の 窓 、 山 を越 え傍 に行 って み る と、

日が反 射 して い る だ け の ガ ラ ス 窓 で あ った 、幼 い頃

読 ん だ物 語 だ が 、開 発 が 一区 切 りつ く と、この 心 境

に な る。 しか し寓 話 の灰 々 と した結 末 とは 異 な り、

再び 光 り輝 く金 の 窓 を探 してみ た くな るの で あ る。

理 想 、そ して 行 く手 を阻 む 障 害 、研 究 開 発 を進 め る

うえ で 、これ 程 大 きな 原 動 力 は な い。 この 先 も遥 か

彼 方 に 見 え 隠 れ す る ゴー ル を 目指 して 適 進 した い

と思 う、元 気 に 。技 術 者 が 情 熱 を失 い 歩 み を 止め た

時 、 それ が 、 そ の技 術 の終 焉 で あ る と 言え よ う,,
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第18回JTF翻 訳祭報告

社団法人 日本翻訳連盟

事務局次長 寺田 大輔

 第18[・IJTF翻 訳 祭 が10月22日 、「翻 訳 業 界 の

ビジ ョン を描 こ う ～ ク ラ イ ア ン ト ・翻 訳 会 社 ・翻

訳 者 、それ ぞれ の責 任 ～ 」 を テ ー マ に 、東 京 ・八 丁

堀 のマ ツ ダ ホー ル で 開 催 され た。 メイ ン会 場 で は 、

汰 の 溝 師 に よ る講 演 とパ ネ ル デ ィス カ ッシ ョ ン

が 行 われ た 。同時 にサ ブ会 場 で は翻 訳 プ ラザ が 開 催

され 、続 い て行 われ た 交流 パ ー テ ィー も盛 況 で あ っ

た,、また 、第48同 お よび 第49回JTFほ ん や く検

定 の1級 合格 者 が 招 待 され 、パ ー テ ィー 会 場 で 表 彰

式 が行 われ た。

【講演1】 「IT翻訳の発注側からみた品質管理 と翻

訳会社への期待」～求めているのはパー トナーです

～

俣 野 宏r氏(サ ン ・マ イ ク ロ シ ステ ム ズ(株)東

京 ソ フ トウェ ア 本 部 製 品 開 発 統 括 部 情 報 開発 部

L幹 部 長)

 サ ン ・マ イ クロ シ ステ ム ズ で は 、常時17の 認 定 翻

訳 会社 と取 引 が あ り、各 翻 訳 会 社 の ジ ョブ ご とに 翻

rid¥物の 評 価 を行 っ て い る。 評 価 は 、 QA matrixと

い う ソフ トウ ェア を 使 い 、ス キ ル 、コ ミュニ ケ ー シ

ョン、パ フ ォー マ ン ス とい う3つ の観 点 で 行 っ て い

る,、QA matrixで の 評 価 点 が2期(6ヶ 月)連 続

で80%を 切 る と、CAR(Corrective Action Reviews)

を発 行 して 、 そ の翻 訳 会 社 と ミー テ ィン グ を持 ち、

そ れ で も改 善 され な い場 合 は契 約 解 除 とな る。

 1社 で は 、近 年 、翻 訳 の 発 注 量が減 っ て い る。 緊

急 性 と品 質 要求 が 高 い 文 書 の み を 翻 訳 会 社 に 発 注

し、そ れ 以 外 は 「コ ミュ ニ テ ィ」に翻 訳 を任 せ て い

るか らで あ る、,「コ ミュ ニテ ィ」とは 、'i.1社だ けで な

く、そ の 他 の ネ ッ トワー ク会社 が 開 発 した ソフ トウ

ェア ご とに 、ソフ トウェ ア技 術 者や 翻 訳者 に よ っ て

作 られ た イ ン ター ネ ッ トFの グル ー プ で 、ソフ トウ

エ ア仕 様 書 を ボ ラ ン テ ィ ア で翻 訳 して い る。 今 後 、

取 説 等 の翻 訳依 頼 先 は 、翻 訳 会 社 と コ ミュ ニ テ ィに

2分 化 して い く と予測 して い る。 当社 で は 、長期 間

に わ た り 一緒 に 問 題 を解 決 しな が ら戦 略 的 に プ ロ

ジ ェ ク トを 進 め て い け る パ ー トナ ー と して の 翻 訳

会 社 を 求 め て い る。

【講 演2】 「高 ま る リー ガル 翻 訳 者 の 役 割 」 ～指 名

され る翻 訳 者 へ の道 ～

飯 泉 恵 美 子 氏((有)ジ ェ ック ス 代 表 取 締 役)

 リー ガル 翻 訳 は難 しい分 野 と言 われ て い るが 、リ

ー ガル 文書 や 契 約 書 が注 目され る よ うに な り
、分 野

を 問 わず 関 わ っ て い る翻 訳 者 が多 くな って い る。例

え ば 、IT翻 訳 者 で あ れ ば ライ セ ン ス契 約 書 な どを

マ ニ ュ アル と 緒 に翻 訳 す る ケー ス は 多い だ ろ う。

契 約 書 の種 類 や 用 語 は 難 しい と思 わ れ が ち で あ る

が 、実 は そ れ ほ ど種 類 は 多 くな い。 リー ガル 翻 訳 の

特 徴 は言 葉 が少 な い こ とに あ るの だが 、そ の少 な い

言 葉 を 間 違 え る と法 律 の 知 識 が な い 翻 訳 者 だ と思

わ れ る の で 、用 語 を しっか り勉 強 す る必 要 が あ る。

た とえ ば"nondisclosure agreement" は 、機 密 保

持 契 約 と訳 され る こ とが 多 い が 、 「機 密 」 と い うの

は 国 家 の 軍 事 ・行 政Lの 用 語 で あ り、民 間企 業 の 契

約 で は 「秘 密 保 持 契 約 」 が 本 来 正 しい 表 現 で あ る。

また 未 来 のwillとshallな ど 、時 制 に も気 を付 け

な けれ ば な らな い 。

 ク ライ ア ン ト、翻 訳 会社 、翻 訳 者 が 良 い 関 係 を保

ち、現状 あ る 問題 に 対応 して い くに あ た っ て 、ク ラ

イ ア ン トは 翻 訳 に求 め る 条件 を 明 確 に 示 す こ とが

必 要 。翻 訳会 社 は クラ イ ア ン ト、翻 訳 者 に 対 す る条

件 を確 認 す る こ とが 重 要。翻 訳 者 は 品 質 と納 期 に 責

任 を持 っ こ とを 最 重 要 と考 え て ほ しい。
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【パ ネ ル デ ィ ス カ ッシ ョン 】 「翻 訳 業 界 とク ラ イ ア

ン トの 共 生 」 ～ 真 のWin-Win関 係 を 目指 して ～

司会(モ デ レー タ ー):浜 口 宗 武 氏((株)知 財 翻

訳研 究 所 代 表 取 締 役)

パ ネ リス ト(h.t・ 音順):

・高 橋 さき の氏(特 許翻 訳者)

・田 中 千鶴 香氏(IT技 術 翻 訳 者 、 JTF理 事)

・並 木 英 之 氏((株)シ マ ン テ ッ ク ロー カ リゼ ー

シ ョン ラ ン ゲー ジサ ー ビス シ ニ ア マ ネー ジ ャ)

・二 宮 俊 一 郎 氏((株)翻 訳 セ ンタ ー 取 締 役)

・沼 澤 昭 仁 氏((株)十 印 プ ロ ダ ク シ ョ ン本 部 長)

・村 田 尚之 氏((株)東 芝 知 的 財 産 渉 外 部 セ務)

司会:翻 訳 業 界 の将 来 を 見つ め る とい うテ ー マ に対

して 、翻 訳 会社 の 方 は クライ ア ン トと翻 訳者 の 問 に

立 っ て っ らい ・鳳∠場 にあ ります が 、Win-Winと い う

関係 は 幻 で し ょ うか 、それ と もあ り得 る の で し ょ う

か?

沼澤 氏:存 在 す る と思 う。Win-Winの 関 係 が な い

と、翻 訳 業 界 の仕 事 は成 り立 た な い と考 え て い る。

翻 訳 会 社 と翻 訳者 が 共 同 で 作 業 す る と い う意 識 を

持 っ て 、お 客様(ク ラ イ ア ン ト)の 先 に あ るマ ー ケ

ッ ト、す な わ ち エ ン ドユ ー ザ ー に 対 して最 高 品質 の

もの を 届 け る とい う理 念 でや らな い とだ ぬ 、

田中 氏:翻 訳者 と して は 、翻 訳会 社 もク ラ イ ア ン ト

も もっ と収 益 を 上げ て い た だ い て 、翻 訳者 に還 元 し

て ほ しい。あ る 淀 水 準以 上 の翻 訳 者 が家 族 を養 っ

て い け る 収 入 を 得 られ る よ うな 体 制 を 業 界 と して

確 立 して ほ しい。 現状 は ま だ確 立 され て い な い。

村 田氏:特 許 は 一字 一 句 で勝 負 が 決 ま るた め 、現場

で は 品 質 を最 重視 して い る。少 な く と も品質 とい う

面 で はWin-Winの 関係 が 成 り立 つ と考 え て い る。

二 宮 氏:価 格 にっ い てWin-Winは あ り得 な い と考

えて い る。ク ラ イ ア ン トは安 い方 がい い し、翻 訳者

は 高 い 方 が い い。価 格 を 覆す よ うな 品 質 を 証 明 で き

るか ど うか 。で き な い の で あれ ば 、や は り価格 に つ

い て は あ り得 な い 。

司 会:価 格 で は 難 しい が 、 品 質 で はWin-Winの 関

係が あ り得 るとい うことにつ いて、翻訳者側 の 考えは?

田中 氏:価 格 と品質 は切 り離 せ な い、,翻訳 者 同i二で

情 報 を 共 有 し、各 ク ライ ア ン トで 異な る ス タイ ル ガ

イ ドをマ ク ロ に組 み 込 ん で 翻 訳 作 業 を 効 率 化 して

い る。翻 訳 会 社 で も同 じよ うに 作 業を もっ と効 率 化

す る こ とで 、同 じ作 業 を 短 時 間 で で き るよ うに なれ

ば収 益 がEが り、翻 訳 会 社 と翻 訳 者 との 間 で 価格 で

も品質 面 で もWin-Winの 関係 が 築 け る の で は な い

か。

高 橋 氏:品 質 の 向 上 に は仕 事 の ノ ウハ ウを 交換 して

効 率 化 す る こ とも一 つ だ が 、イi事の 発 注 の仕 方 も 重

要。翻 訳 は 文字 の 羅 列 で は な く、中身 の あ る もの だ

とい う意識 を持 って 欲 しい。翻 訳 者 に 品 質 向Lを 求

め るの で あれ ば 、関連 技 術 の 論 文や 過 去 訳 な どの 資

料 を 出 して ほ しい。翻 訳 会 社 は クラ イ ア ン トと も っ

とコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を とっ て 頂 け る と あ りが た

い。

司会:翻 訳 業界 全 体 と して 、価 格 面 の 見通 しは ど う

で し よ うか?

並 木 氏:会 社 と して は 大 量 の 文 詐を ・人 の翻 訳者 に

発 注す る こ とは あ り得 な い。そ こ で'F均 的 な品 質 を

上 げ られ る翻 訳 者 数 名 に頼 む こ とに な る、、品 質 が'ド

均 で あ れ ば価 格 は ど ち らか と い え ば ドが る 方 向 に

向 か っ て しま う。製 品 の 売 ヒがLが れ ば翻 訳 料 もL

げ られ るが 、今 の経 済状 況 で はLげ る ノ∫向 に は向 か

わ ない 。

村 田氏:品 質 を 最 重 要 視 して い る、,クラ イア ン トか

ら も機 密 情 報 も含 め て資 料 を提 供 す る こ とで 、よ り

品 質 の 高 い 翻 訳 を 翻 訳 者 か ら 引 き 出 す こ とが で き

る。 こ ち ら も努 力 して い か な けれ ば な らな い 、,

司会:翻 訳 業 界 の将 来 の展 望 をお 聞か せ ドさい 、、

田 中氏:機 械 翻 訳 が 進 み 、 また ア ウ トソー シ ン グが

進 む と考 え られ るが 、人 間 が 翻 訳 しな けれ ば な らな

い 分野 は必 ず 残 る。翻 訳 者 と して は そ の よ うな分 野

で 必ず 指 名 され る よ う 自己研 鐙 して い き た い。

高 橋:翻 訳 とい う仕 事 の お も しろ さ、 大 切 さ な ど 、

翻 訳 とい う職 業 を 次 世 代 に 引 き継 い で い く こ と が

必 要 だ と思 う。
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北 京 オ リン ピ ッ クテ キ ス ト翻 訳 プ ロ ジ ェ ク ト

独立行政法人 情報通信研究機構

   井佐原 均

1.北 京 五 輪 に お け る 多言 語 情 報 サ ー ビス

 北 京11二輪 組 織 委 員 会 は 、多 くの 外 国 人観 客 へ の サ

ー ビ ス と して 、北 京 互輪 開 催 期 間 中 に 、公 式 の 多 言

語 情 報 サ ー ビ ス を運 用 して い ま した。 具体 的 に は 、

図1の よ うに 、多 言語 総 合 情 報 デ ー タベ ー ス を中 核

に 、さま ざ ま な公 式 サ ー ビ スが オ リン ピ ッ ク会 場 の

内外 で 行 わ れ て い ま した。この 公 式 サ ー ビス に お い

て 、テ キ ス ト翻 訳 シ ステ ム は組 織 委 員 会 か らの ニ ュ

ー ス を翻 訳 す るな ど
、デ ー タベ ー ス作 成 用 に 用 い ら

れ る ほか 、会場 に設 置 され た イ ン フ ォ メー シ ョンブ

ー ス で も利 用 す る こ とが で き ま した(図2)
。 この

多.亨語 デ ー タベ ー スはCAPINFO(首 都 信 息 発 展 股

イ分有限 公 司)が 担'liし て い ま した た が 、情 報 通 信 研

究機 構(NICT)は2007年12月 にCAPINFOと

研 究 開 発 協 力の 覚 書に 調 印 し、中 日テ キ ス ト翻 訳 シ

ス テ ム の提 供 者 の 一一つ と して 技 術 提 供 を行 って き

ま した。 こ の 協 力 に対 し、 北 京 五 輪 終r後 の 昨 年

10JJ 15日 に 北 京 に お い てCAPINFOか らNICT

に 対 し、北 京t,:輪 で の 中 日情 報 サ ー ビ スの 成 功 に は

NICTの 協 力 よ る と ころ が 多 で あ る 旨 の感 謝状 が

贈 られ ま した。

2.テ キス ト翻 訳 シス テ ム

 NICTで は'r成18年 度 か ら科 学 技 術 振 興 調 整

費 の助 成 を受 け 、京 都 大 学 、 東 京 大 学 、 静 岡 大 学 、

科学技術振興機構 とともに日中・中日機械翻訳シス

テムの開発を行っています。ここで使われる翻訳エ

ンジンは京都大学の開発 した用例翻訳システムを

基にしてお り、CAPINFOか ら提供を受けた北京観

光や競技に関する中国語文書を日本語に翻訳 した

対訳用例データベースを作成することにより、今回

の目的に特化 した高性能のシステムを開発 しました。

 北京五輪組織委員会の公式システムに組み込 ま

れるためには、組織委員会の定めた評価基準を満た

す ことを第三者機関が検証することが必要でした

が、アライメン ト技術の向上や対訳データベースの

作成により性能向 ヒを図り、中国科学院計算技術研

究所によ り北京五輪組織委員会の評価基準を満た

していると認定され ました。

3.北 京観 光 案 内 シ ス テ ム

 NICTで は 翻 訳 エ ン ジ ン の 改 良 用 に 作 成 した デ

ー タベ ー スを 活 用 し
、CAPINFOと 協 力 して 、 日本

語 に よ る北 京観 光 案 内 シ ス テ ム を 開 発 しま した(図

3)。 こ の シ ステ ム は 北 京 五 輪 の全 期 間 を 通 して 、

日本 人観 客 が集 中す る場 所 を 選 ん で 設 置 され 、好 評

で した。

 これ らの 活 動 に つ い て は 、朝 日新 聞 や 中国 国 際 放

送(CRI)の ホ ー ムペー ジに記 事 が掲 載 され ま した 。

httpl1石apanese.cri.cn/151/2008/11/04/1s128754.htm
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Webの 画面をそのまま翻訳するWebダ イ レク ト翻訳を搭載

The翻 訳 サ ー バTM Enterprise Edition V4

東芝ソリューション株式会社

1.は じめ に

 東 芝 ソ リュー シ ョン株 式 会 社 は 、 「The翻 訳 シ リ

ー ズ 」で 定評 の あ る翻 訳 エ ン ジ ン を搭 載 した サ ー バ

型 翻訳 ソフ トウェ ア の新 バ ー ジ ョン 「The翻 訳 サ ー

バEnterprise Edition V4」 を発 売 しま した 。 Web

画 面 の 表 示 内容 をそ の ま ま翻 訳 す るWebダ イ レク

ト翻 訳機 能 を搭 載 した ほ か 、翻 訳 知識 や 辞 書 の強 化

に よ り、英 日/日 英 お よび 中 日/日 中 の翻 訳 精 度 を

向 上 しま した。

2.The翻 訳 サ ー バEnterprise Edition V4の 特 長

(1)Webダ イ レク ト翻 訳 機 能

 Webダ イ レク ト翻 訳 機 能 とは 、 Web画 面 の 表 示 内

容 をそ の ま ま翻 訳 す る機 能 で す。 翻 訳 す る た び に 、

コ ンテ ン ツ をWebサ ー バ か ら取得 し直す 方 式 とは

異 な り、既 に表 示 され てい る 内容 をそ の ま ま翻 訳 の

対 象 とす る た め 、プル ダ ウン メ ニ ュー や ラ ジオ ボ タ

ン に連 動 して変 化 す る よ うな 「動 的 な コ ンテ ン ツ」

を も、翻 訳 す る こ とが で きま す。既 存 の業 務 シ ステ

ム の 改 造 を必 要 とせ ず 利 用 者 のブ ラ ウザ に 「The翻

訳 サ ー バ ツー ル バー 」 を ア ドオ ンす るだ け で利 用

で き る ツ ール バ ー 方 式 と、既 存 のHTMLに 数 行 の ス

ク リプ トを 追 記 し表 示 を カ ス タマ イ ズ す る 程 度 の

改 造 で利 用 で き る ス ク リプ ト方 式 とが あ り、いず れ

も既 存 業 務 シ ス テ ム の 操 作 性 を損 な わ ず に 各 国 語

化 を 実 現 で き ます 。従 って 、運 用 中 の 業務 用Webア

プ リケ ー シ ョン へ の適 用 も 、容 易 に行 え ます 。

 図1は 、ス ク リプ ト方 式 を利 用 して 英 語化 した ア

プ リケ ー シ ョン 画 面 と、追 記 した ス ク リプ トの例 で

す 。 こ う して 作 成 され た リン ク(図1の 例 で は

rTranslation」)を ク リ ックす る と、表 示 中 のHTML

が 直 接The翻 訳 サ ー バEnterprise Edition V4へ 送

られ 、 翻 訳 され ま す。

 この 機 能 に よ り、お 客 様 の 業 務 シス テ ム の 各 国 語

化 を実 現 しま す 。

<script type="text/javascript"src=http:〃....ノthsee41html

  /TheEETranslate.js charset="UTF-8"〉</acript>

〈ahref='javascript:野ans("je'∵'body")'〉 野anslation<1a>

図1Webダ イ レク ト翻訳を利用 した画面と、

    追記 したスクリプ トの例

(2)高い翻訳精度

 これまで英 日/日英翻訳では、文意に合った訳 し

方を選択 し精度を高めるために文脈情報や書式情

報を利用する 「CFエンジン」、文書全体の情報を利

用する 「2段階翻訳」、言葉の同義 ・類義概念を利

用する 「概念翻訳」を実現 し、提供 してきま した。

これ らに加え 「The翻訳サーバEnterprise Edition

V4」 では、「原文を解析するための知識」と 「訳文

を生成するための知識」を活用し、より自然で読み

やすい訳文を導きだす 「ダブル知識翻訳」を搭載 し

ました。さらに電子メールの引用記号を正しく解釈

する 「メールCF翻 訳」の搭載や、翻訳知識 ・辞書

の強化を行い、精度の向上を図っています。

 中日/日 中翻訳においては、当社独自の 「統計ベ

ース中国語解析技術」を利用 し、より自然な訳文が

得 られるよう工夫 しています。また専門用語辞書

「化学」の新設や、海外にシステム開発や運用管理

などを委託 して進めるソフ トウェアオフショア開
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発の実際の翻訳業務で得 られたノウハ ウを翻訳知

識として取 り人れながら行った専門用語辞書 「生

産 ・品質」の増強などにより、業務で翻訳要求度の

高い分野を中心に、翻訳精度を向一Lしています。さ

らに、これ まで難しかった日中翻訳における格助詞

「で」の解釈を改簿するなど、翻訳精度を向 ヒする

施策を随所に取り入れています。

訳 サー バEnterprise Edition V4」 を利 川す る こ と

で 、既 存 業 務 シ ステ ムの 各 国 語 化 が 実 現 で き、ま た

翻 訳 者 が 一 か ら原 文 を翻 訳 す る 必 要が な くな る た

め 、日常 の 翻 訳 業 務 の 効 率 を 向Lさ せ る こ とが で き

ます 。今 後 も翻 訳 精 度 の 向Lに 努 め る と と もに 、長

年 に わ た り培 っ て き た4富 な技 術 を活 か し、企 業 の

海 外 展 開 を 支援 す る製 品 を 開 発 して い き 丈す 、,

3.そ の他の機能

(1)翻訳マルチ環境

 使用す る辞書をは じめとする翻訳環境を複数登

録しておき、翻訳時にその中から一つを選択するこ

とができます。翻訳する文潜によって翻訳環境を使

い分けたい場合に、便利な機能です。企業における

組織や担 当者ごとに翻訳環境を設定 して運用する

ことができるため、複数の組織を抱える企業などへ

の導入が しやすくなりました、,

 図2は 、登録済みの翻訳環境の中から一つを選択

するときに使用する、プルダウンメニューの例で

す。

禁 翻講 境灘

翻訳藻境名: 一般 繍

翻訳モード

◎通常

情 報

医 学 ・バイオ

化 学

専門用語辞書
イン外亙=ヨ

図2 翻訳環境の設定

療

(2)辞 書 の メ ンテ ナ ン ス

 「The翻 訳 サ ー バEnterprise Edition V4」 付 属

の辞 書 メ ンテ ナ ン ス ツー ル を使 用 し、翻 訳 に使 用 す

る辞Aの 作 成 や 編 集 を行 う こ とが で き ます 。日常 の

業務 で使 用 して い る用 語集 を登 録 で き る ほ か 、「The

翻 訳 サー バEnterprise Edition V4」 の運 用 中 に蓄

積 され た 未 知 語 リス トを 対 訳 と 共 に 登 録 す る こ と

が で き る た め 、運 用 しな が ら翻 訳精 度 を 向 上 させ て

い く こ とが で きま す。

4.お わ りに

東 芝 ソ リュー シ ョ ン株 式 会 社 が 発 売 した 「The翻

■動 作環 境

・Windows版

ハ ー ドウェ ア: PCサ ー バ(MAGMAシ リー ズ棺 奨)

OS: Windows⑭ Server 2003 SPI/SP'L/R2(日 本 川1}片梗 ・;32

 ビ ッ ト版)、Wind・w姻2000 Scrvor S円/SI"L/SI'3!SP4

  (目 本 語 版)

メ モ リ:基 本 部128MB以L、 翻 訳 部256MB以}(1_,ン

 ジ ン につ き)

ハ ー ドデ ィス ク:イ ン ス トー ルL5GB以L、 スプ ー ル 領

 域1.OGB以L推 奨 、キ ャ ッ シ ュ領 域LOGB以 卜昇1奨

必 須 ソ フ ト ウ ェ ア:Internet In「()rmati・n S〔wer

 6.0/5.0、JUK l.5(JDK 5. o)、 JAVA拡 張 ラ イ ブ ラ リ

 (mail.jar, activation._jar)

そ の 他:FTPサ ー ビ ス(辞 書 メ ン テ ナ ン ス ツ ー ル 使 川

 日寺)、POP3/IMAP4(メ ー ル 番羽1沢イ吏川 時)、n,〕ache"fomr,it

 5.5.26お よ びApache AXIS L 4(Webサ ー ビ ス1/F使

 用 時)

・Solaris版

 下 記 しRLを 参 照 願 い ま す 。

■ 製 品 情 報UR[、

 http://mt-server. toshiba-sol.CO. jP/

● Microsoft 、  Windows  iま 、  米 【日  Microso('t

Corporationの 米 国 お よ び そ の 他 の 国 に お け る114!'h

商 標 ま た は 商 標 で す 。

●The翻 訳 、 CFエ ン ジ ン は 、 東 芝 ソ リ ュ ー シ ョ ン 株

式 会 社 の 登 録 商 標 で す 。The翻 訳 サ ー バ は 、 東 芝 ソ

リ ュ ー シ ョ ン 株 式 会 社 の 商 標 で す 、、

● 本 文 中 の 商 品 名 称 は 、そ れ ぞ れ 各 社 が 商 標 と して

使 用 して い る 場 合 が あ り ま す 、、

● 本 商 品 の 仕 様 は 、 ア告 な く 変 更 され る 場 合 が あ り

ま す 。
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p,p,MT会 員 の ひ ろ1ど

 AAMT会 員 の新 た な 交流 の 場 をAAMT Journal誌 面 上 で提 供 す るべ く ス ター トいた しま した 「AAMT会 員の

ひ ろ ば 」、 第 四 弾 の今 号 で は 、 法 人 会 員2社 、 個 人 会 員4名 の 皆 さ まか らの ご寄 稿 を いた だ き ま した。

 学 識 経験 者 と して 、研 究 者 と して 、 日本 で 、或 い は海 外 で 、機 械 翻 訳 の 分 野 にお け る これ ま で の 歩 み 、 そ して

貴 重な経 験 談 を ご紹 介 い た だ い て お ります 。

 AAMT Journalで は 今 後 も本 企 画 の継 続 を鑑 み 、 会 員 の 皆 さま か らの ご寄稿 を 心 よ りお 待 ち して お ります 。

 ご 寄稿 ・お 問 い合 わ せ はAAMT事 務 局(E-mail:aamt-info@aamt.info)ま で 宜 しくお願 い い た します 。

法人会 員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

NHK放 送技術研究所/NHK

自 己紹 介

 NHKに 入 局 して3年 間 の地 方勤 務 の 後 、 NHK放 送 技 術 研 究 所(技 研)に 配 属 され ま した 。 そ こで 与 え られ た

最 初 の 大 き なテ ー マ が ニ ュー スの 英 日機 械 翻 訳 の研 究 で 、10年 間 この 研 究 を行 い ま した 。 最 初 に与 え られ た テ ー

マ で も あ り、私 に と って 思 い 出 深 い研 究 で す。 そ の 後 はATRで の音 声 翻訳 、 NHKで の 「音 声 認 識 を使 った ニ ュ

ー ス字 幕作 成 」 な どい ろい ろな プ ロ ジ ェ ク トに 関 わ らせ て い た だ き
、2004年 か らはNHK技 研 の 言 語 処 理 グル ー

プ の グルー プ リー ダ を務 め て い ます 。 私 自身 、 最 近 は機 械 翻 訳 の研 究 を 行 っ て は い ませ ん が 、 グル ー プ と して は

重要 な研 究 と位 置 づ けて 力 を 入 れ て い ます。AAMTは 誕 生 の こ ろか らお 付 き合 い させ て い た だ い て い ま す 。 特 に

最 初の 頃 は 自分 が 翻 訳 の研 究 を して い た こ と もあ り、会 合 やMT-Summitに も何 度 か 参 加 させ て い た だ き ま した。

機 械 翻 訳 お よび 翻 訳 業界 に期 待 す る こ と

 私 が これ までNHKで 関 わ って きた 翻 訳 に 関 す る研 究 を ご紹介 します 。

私 が 研 究 所 に 配 属 され た の は約20年 前 で す。 当 時 は80年 代 の 後 半 、機 械 翻 訳 の研 究 が盛 ん な 頃 で 、 多 くの コ ン

ビ ュー ター メー カ ー 、 ソフ トメ ー カ ー が精 力的 に研 究 開発 して製 品 を販 売 して い ま した 。 京 都 大 学 のMuプ ロ ジ

ェ ク トは 終 わ っ て い た よ うに 思 い ます が 、EDR、 ICOT、 CICCな どで機 械 翻 訳 、 あ る い は 関連 の 国家 プ ロジ ェ

ク トが 行 わ れ て い ま した。

 NHKも 国 際 放 送 や 外 国 語 番 組 の 放 送 た め に 日 々大 量 の 翻 訳 を 行 っ て い る こ とか ら、英 日機 械 翻 訳 の研 究 を 立

ちLげ る こ とに な りま した。 私 は ち ょ う どその 頃 研 究 所 に配 属 され 、 機 械 翻 訳 と出 会 い ま した 。

 この 研 究 を始 めて 間 も な く 、衛 星放 送 が 開 始 され,海 外 の ニ ュー ス を毎 日放 送 す る よ うに な りま した 。 これ ら

の ニ ュー スに は 同 時 通 訳 の 音 声 、 あ る い は 日本 語 の 字 幕 を 付 け る必 要 が あ ります 。 そ こで 英 語 ニ ュー スの 字 幕作

成 に研 究 中 の 英 日翻 訳 シ ステ ム を使 お う とい う話 に な りま した 。 誤 訳 も あ ります の で 、翻 訳結 果 を そ の ま ま放 送

す るわ け に は い きま せ ん 。 そ こで 一日一 回 、 ニ ュ ー ス の 中 に 「自動 翻 訳 コー ナ ー 」 を 設 け る こ と と し、 翻 訳 者 が
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機 械 翻 訳 シ ステ ム の 出 力 を修 正 して作 っ た 日本 語 字 幕 を ニ ュ ー ス に付 け て放 送 し ま した。

 この とき 初 め て ユ ー ザ ー と の接 点 が 生 ま れ ま した 。 そ れ ま で は翻 訳 シ ス テ ム だ け を研 究 して い た の です が 、 前

編 集 と後編 集 の ど ち らが い い か 、 ど うい うユ ー ザ ー イ ン タ フ ェー ス が い い か な どユ ー ザ ー が あ っ て 初 め てiii会 う

問題 が い ろ い ろ 出 て き ま した 。 実 際 に 翻 訳 シ ス テ ム を使 っ て も ら うに は 多 くの 問 題 を解 決 す る 必 要 が あ る こ とを

経 験 し ま した。

 そ の後 、NHKの 国 際放 送(現 在 は 日本 語 を入 れ て18言 語 で 放 送)の 翻 訳 作 業 を支 援 す るた め、「翻 訳 ブ ラ ウザ 」

とい う トラ ンス レー シ ョン メモ リの研 究 を 開 始 しま した 。 こ こ で は機 械 翻 訳 の 技 術 は 使 う もの の 、機 械 翻 訳 シ ス

テ ム と して ま と め る ので は な く、翻 訳 者 が 必 要 とす る形 に ま とめ る とい う方 針 を 立 て ま した。 い ろ い ろ な機 能 を

考 え た の で す が 、 い くつ か の機 能 は翻 訳 者 の 希 望 が な く採 用 しませ ん で した。 結 果 的 に 、過 去 の 用 例 の あ い まい

検 索 、2言 語 文 対 応 な どの機 能 を取 り込 ん で い ま す 。現 在 も この シ ステ ム の 研 究 を続 け てお り部 分 的 な フ レー ズの

自動翻 訳 な どを検 討 中 です 。

 この よ うに私 た ち は海 外 の 方 、国 内 の 日本 人 視 聴者 向 け の 放 送 の た め に 翻 訳 の研 究 を 行 って き ま した,,さ らに 、

最 近 は 国 内 の 外 国 人 登 録 者 数 が急 な 勢 い で 増 えて い る こ とか ら、 日本 語 が 得 意 で な い 方 へ の放 送 サ ー ビ スを検 討

す る必 要 が あ る と考 え て い ます 。 この た め に も機 械 翻 訳 技 術 が 有効 で あ り、 今 後 も研 究 に 力 を 入れ て い きた い と

考 え て い ま す。

AAMTへ のご要望

ユーザーと研究開発担当者が出会 う貴重な場だ と思います。技術動向調査を定期的に行ってHPに ア ップ してい

ただければ助か ります。すでに掲載されている機械翻訳の歴史と合わせて研究の流れがよりわかりやす くなると

思います。

NHK放 送技術研究所 人間 ・情報(、}語 処理)

                 田中英輝

会員名

日本 電 気 株 式 会 社/NEC Corporation

自己紹 介

 日本 電 気(株)は 、1980年 代 か ら 自然 言 語 処 理 ・機 械 翻 訳 の 研 究 開 発 に取 り組 ん で き ま した、,AAMTに

は 、 そ の 前 身 で あ るJAMTの 発 足 時 か ら法 人 会員 と して 参加 して い ます 。

 当社 は 「い つ で も、 ど こで も、 誰 とで も」 コ ミュニ ケー シ ョンで き る技 術 を提 供 す る こ とを 目指 して 活 動 して

お り、そ の 目標 を 具 体化 す る 「自動通 訳」 の研 究 に長 年 に わ た っ て取 り組 ん で き ま した。 自動 通 訳 は、 ド学声 認 識 、

機 械 翻 訳 、 音 声 合 成 を は じめ とす る 広 範 な 技 術 を統 合 した シ ス テ ム です 。 当社 に お け る 自動通 訳技 術 開 発 の 歩 み

を振 り返 る と次 の よ うに な りま す 。
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1 983イ ト

1991年

1999年

2001年

2002{半

2004年

2005臼 三

2006年

2007年

自動 通 訳 コ ンセ プ トモ デ ル を提 唱(Telecom83)

自動 通 訳実 験 シ ステ ム試 作:専 用 装 置(Telecomgl) 500単 語 場 面 限 定 処 理 速 度 数 秒

自動 通 訳 ソフ ト開発:ノ ー トPC

世 界初 製 品化:PC通 訳 ソフ ト 「たび 通 」5万 単 語 旅 行 会 話

PDAタ イ プ に よ る成 田実 証 実 験

トラベ ル通 訳 端 末 に よ る第 二次 成 田実 験

携 帯 電 話 機 用 プ ロセ ッサ(MP211)で リアル タ イ ム動 作

通 訳 機 能 搭 載 モ バ イル マ ル チ メデ ィア ビュー ア 「VoToL」 を発 売

携 帯電 話機 上で快 適 に動 作 す る 日英 自動 通 訳 ソフ トウェ ア

 自動 通 訳 に使 用 す る 音 声認 識 や 機 械 翻 訳 に は大 き なCPUパ ワー が 必要 で 、携 帯 電 話 機

 本 体 で 自動 通 訳機 能 の 実現 は 困難 で あ っ たが 、NEC独 自の 音声 認 識 技 術 ・コ ンパ ク ト

 機 械 翻 訳 技 術 を統 合 ・最 適 化 して 自動 通 訳機 能 を携 帯 電 話 機 単体 で快 適 に動 作 させ る こ

 とに成 功 。5万 語 の語 彙 に対 応

 機 械 翻 訳 に 関 して は 、 自動 通 訳 を 実 現 す るた め の 重 要 な構 成 要 素 と して 研 究 開 発 を行 い 、 多 種 類 の 商 用 の 機 械

翻 訳 シ ステ ム を実 現 して き ま した。 現 在 も 日々強 化 ・改 良 を継 続 して い ます 。 こ の よ うな 活 動 に 対 して 、AAM

Tか ら長 尾 賞(第1回 、 第3回)を 授 与 され た こ とは 、 当社 に とっ て 誠 に 光 栄 な こ とで す。

第1回 長尾 賞(2006年):

 「携 帯 端 末 用 自動 通 訳 シ ステ ム の 実 用 化 技術 に 関 す る研 究 ・開 発 」

第3回 長尾 賞(2008年):

 「携 帯 電 話 向 け 多 言語 自動 翻 訳 サ ー ビ スの 事 業化 」(株 式 会 社 高 電 社 殿 との 共 同受 賞)

 また 当 社 はAAMTの メ ンバ と して 、機 械 翻 訳 の 一 層 の普 及 を 目指 した 活 動 を 行 な って き ま した。 特 に1996

年 度 か ら1997年 度 にか けて 情 報 処 理 振 興 事 業 協 会(IPA)の 予算 補 助 を受 けて 、 AAMT会 員 各 社 と協 力 して

そ」な った 、機 械 翻 訳 ユ ー ザー 辞 書 共通 フ ォ ーマ ッ ト 「UPF」 の策 定 に は カ を 注 ぎ ま した。 さ らに2002年 に は 、

対 象 を11.亨 語(日 本 語 、 英 語 、 ア ラ ビア 語 、 中 国 語 、 韓 国語 、 フ ラ ン ス 語 、 ス ペ イ ン語 、 ポル トガ ル 語 、 イ タ

リア 語 、 ドイ ツ語 、 ロ シア 語)に 拡 張 した 多 言 語機 械 翻 訳 用 共通 辞 書 フ ォー マ ッ トの 試 案 を提 出 しま した。 この

活 動 は 現 在 、AAMTの 「機 械 翻 訳ユ ー ザ ー 辞 書 共通 仕 様 UTX」 と して 引 き継 がれ て い ます 。

AAMTへ の ご要 望

 1980年 代 に 最 初 の 商 用 機 械 翻 訳 シ ステ ム が 登場 して 以 来 、 機 械 翻 訳 に 対す る一 般 利 用 者 の反 応 は 、過 大 な

期 待 と、 不 当 な 落 胆 の 繰 り返 しで した。 今 とな っ て は 信 じが た い こ とです が 、機 械 翻 訳 シ ステ ム登 場 の 当 初 は 、

人 真 面 目に 「これ で 人 間 の 翻 訳 者 は 失 業す る の で は な い か 」 と まで 心 配 され た もの で す 。 と こ ろ が 、機 械 翻 訳 シ

ステ ム の 実 際 の 品質 を見 て 、今 度 は 逆 に 「こん な もの は 中 学 生 に も及 ば な い 」 「こん な シ ステ ム は 使 えな い 」 とい

う強 い バ ッシ ン グが 起 こっ た の で す 。 こ の 、機 械 翻 訳 とい うもの に対 す る過 剰 な 期 待 とそ の 期 待 が 裏 切 られ た こ
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とに よ る 大 き な 落胆 の波 は 、 そ の 後 も何 度 も繰 り返 し起 こ りま した。

 そ の よ うな 逆 境 の 中で も、 研 究者 た ち、 開 発 者 た ちの 絶 え 間 な い 努 力 に よ って 、機 械 翻 訳 の 品 質 は め きめ き と

向 上 して ゆ き ま した 。 そ して 実際 に 、機 械 翻 訳 を有 効 に使 っ て い る、 とい う方 も 多 くみ られ る よ うに な って きた

の です 。 そ れ で も、 一 般 利 用 者 の 問 で は 、 稚 拙 な 翻 訳 文 に 対 して 「ま るで 機 械 翻 訳 で翻 訳 した よ うだ 」 とい う比

喩 表 現 が定 着 しま い ま した。

 そ ん な 中 、AAMTの 技 術 動 向調 査委 員会(当 時)の メ ンバ は 、ひ とつ の実 験 を行 な い ま した、,被験 者 を集 め 、

TOEICの 読 解 問 題 を解 い て も らっ た の で す 。 被 験 者 と して は 、 TOElCの 点 数 の低 い 人 か ら高 い 人 に まで

幅 広 く集 まっ て も らい ま した 。 そ して 、TOEIcの 元 の英 語 文 だ け 読 ん で 問 題 を解 い た場 合 と、 元の 英 語 文 と

共 にそ れ を機 械 翻 訳 した 日本 語 訳 を示 して 問題 を解 い た場 合 とで 、点 数 を 比較 した の で す。

 す る と、TOEICの 点 数 の 高 くな い 人 た ち は 、 日本 語 訳 を示 した 場 合 の 方 が 点 数 が ア ップす る 、 とい う結 果

が得 られ た の で す。 一 方 、 元 々TOEICの 点 数 の 非 常 に 高 い 人 た ち の場 合 、 日本 語 訳 が あ っ て もな くて も結 果

は 変 わ り ませ ん で した。 お そ ら く 日本 語 訳 が あ って も、 そ れ を読 まず に 元 の 英 語 文 だ け を 読 ん で 充 分 に 問題 が解

け て しま っ た の で しょ う。 面 白 い の は 、TOEIC点 数 が あ る程 度 高 い 人 た ち で した 。 同時 にお こ な っ た ア ン ケ

ー トで は 「日本 語 が 読 み に く い」 とい っ た 不満 が 多 く見 られ る の です が
、 点 数 で 比 べ る と 、 英 語 文 と 日本語 訳 と

の 両方 が示 され た ときの 方 が 、や や 点 数 が 高 い の です 。そ して 、k-i本人 のTOEIC受 験 者 の 点 数 分 イilをみ る と、

この 実験 で 日本 語 訳 が 不 要 だ っ た よ うな 高 得 点 の 人 た ち の割 合 は ご く小 さい こ とが わ か り ます 、、っ ま り、機 械 翻

訳 は 、印 象 は悪 いが 大 多 数 の 人 に とっ て効 果 が あ る 、 とい う実験 結 果 が得 られ た わ け です 。

 この 実験 結 果 は論 文 に ま とめ られ 発 表 され ま した。

    「機 械 翻 訳 シ ステ ム有 効 性 の 評 価 一 どの よ うな 人 に と ってMTは 役 ・(.つか 一 」

 著 者 は 、 当時0)技 術 動 向 調 査 委 員 会 メ ン バ(富 士通 、 キヤ ノ ン 、 東 芝 、NEC、 日 立、 沖魅 気 、 シ ャー プ 、通

信 総 研)で す 。 こ の論 文 は 、言 語 処 理 学 会 の2002年 第8同 年 次 大 会 にお け る優 秀発 表賞 に選 ばれ ま した 、、

 この 実験 は 、AAMTと い う中 立組 織 な く して は 成 しえ な か っ た もの だ と思 い ます 。 た とえ.一っ の 企 業が 実 験

してそ の結 果 を公 表 した と して も 、信 頼 性 とい う意 味 で 、一 般 の 利 用 者 に は 受 け 入 れ に くい もの だ った で し ょう。

AAMTに は 、 今 後 も こ の実 験 の よ うな 、.一つ の 組 織 だ け で は 困 難 だ けれ ど、 中 立組 織 な らで き る 、 とい う活 動

を 進 め て い た だ きた い と思 い ます 。 そ して 一 般 利 用 者 が 機 械 翻 訳 シ ステ ム を 有 効 に 使 うた め の理 解 を深 め る活 動

を 展 開 して い っ て い た だ きた い と思 っ て い ます 。 上で 述 べ た 実験 結 果 に 関 して も、 論 文 が 学 会 で受 賞 した ぐ らい

です か ら、 自然 言語 処 理 分 野 の 関 係 者 の 多 くに は 知 られ てい るで しょ う(知 られ て い る こ とを 期 待 し ます)、,し か

しな が ら、 一 般 利 用 者 にそ の 内容 が伝 わ っ て い る と は思 え な い の です 。AAMTに は 、機 械 翻 訳 シ ステ ムの 利 川

を促 進 させ る た め の 啓発 活 動 を期 待 して い ます 。
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個 人会 員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

越 前 谷 博(北 海 学 園 大 学 工 学 部 電 子 情 報 工 学 科)/ECHIZEN-YA Hiroshi

自己紹介

 私は、大学院修b課 程か ら大学教員となり研究生活を続 けている現在に至るまで機械翻訳の研究に従事 してい

ます。 したがいまして、私にとりましては研究を行 うこととは機械翻訳分野の発展に寄与するための努力を続け

ることと言い換えられます。これまでの研究内容を簡単に述べます と、人間の有する学習能力の工学的な実現の

観点より、言語現象か らそ こに内在する言語知識 を自動獲得するための研究を行ってきました。例えば、機械翻

訳においては、翻訳処理に使用する翻訳規則を翻訳例より自動的に獲得します。また、対訳語の抽出においては、

コーパスより対訳語を効率よく抽出するための規則を自動獲得するというものです。このような規則は全て、シ

ステムの持つ学習機能により自動獲得されます。高い学習機能を実現できれば効率よく対訳規則を自動獲得でき

るためデータスパースネスの問題に有効となり、大規模なコーパスが入手困難な言語においても対処可能である

とい う利点があります。 このような観点より、言語知識を自動獲得するための学習機能の高度化に向けた研究を

行っています。

 これまでの研究成果について振り返 りますと、着実に進展 しているとい う自負はありますが、それ以上にまだ

まだ不十分であるという気持ちを強く抱いています。機械翻訳の研究の難 しさを実感する日々ですが、それと同

時に機械翻訳に対して変わらぬ魅力を抱いていることもまた事実であ り、それは研究者 として大変幸せなことで

もあります。

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

 機械翻訳の研究に魅rさ れる理由について考える際に得 られる結論はいつも、機械翻訳というものが自然言語

処理の抱える課題が凝縮 されたテーマであり、その解決に向けた取 り組みに研究者 としての多大な充実感を得る

ことができるからであるとい うものです。完全な機械翻訳が実現されるとき、それは、自然言語処理の本質的な

問題が解決されることを意味するのではないか と考えています。私が考える機械翻訳および自然言語処理の本質

的な問題 とは意味処理です。

 例えば、私は現在、翻訳自動評価の研究も行っていますが、MT訳 と人手による参照訳との類似性を考える際、

自分の直感 と異なる評価結果が得られる度に、意味処理の必要性を実感 します。現在、大きな成果を上げている

コーパスベース技術は、人間の意味処理を本質的にとらえるアプローチとは大きな隔たりがあるように感 じてい

ます。 もちろん、統計的な情報を人間も使用 してお り、私もこれまでの研究で統計的な手法を取 り入れてきまし

た。 しかし、その使用は翻訳処理に必要な規則の自動獲得を前提とするものであって、大規模データに依存 した

確率的な翻訳処理とはアプローチが違 うものであるととらえています。人間の言語処理において、統計的な情報

は一つの要素ではありますが、全てではないと考えているためです。

 大変ありきたりのこととは承知 していますが、やはり、現在の機械翻訳分野を大きく進展させ るためには、意

味処理とい う大きく厚い壁に風穴を作ることが不可欠だと考えています。そのような観点からの取 り組みを機械
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翻 訳 ・翻 訳 業界 に期 待す る と と も に、 私 自身 、今 後 よ り一 層 、 機 械 翻 訳 の 発展 に 向 け て研 究 に 取 り組 ん で い く所

存 で す。

会 員 名 ・所 属

      オ ヘ イ ガ ン 統r(School ofApplied Language and Intercultural Studies(SALIS),

   Centre for Translation and Textual Studies(CTTS), Dublin City University)/Dr. Minako O'Hagan

自 己紹 介

【機 械 翻 訳 との か か わ り】

 2002年 か らア イ ル ラ ン ドの ダ ブ リン シ テ ィ大学(DCU)で 人 文 系 の学 生 に翻 訳 支援 技 術 の理 論 と実 践 、映 像 翻 訳

を教 えて い ます 。 毎年30名 前 後 の 学 生 が 翻 訳 研 究 の 修 士 論 文 を 提 出 します が 、そ の な か の5-6名 が翻 訳 技 術 に関

す るテ ー マ を選 択 します 。 研 究 課 題 は メモ リー 翻 訳 の 有 効 性 、online MT比 較 、 MTの 後編 集 、 制御 言語 の 効 川

な どが あ ります 。博 十 課 程 の 学 生 は 、現 在 論 文指 導 を して い る うち2人 が機 械 翻 訳 に 関す る研 究 を行 って い ます,

 筆 者 自身 の 機 械 翻 訳 との 出 会 い は ニ ュー ジー ラ ン ドの 内 務 省 翻 訳 課 に 勤 務 して い た25,6年 前 に さかの ぼ ります,,

翻 訳 課 は10名 の 翻 訳 官 と タイ ピス ト2名 か らな る小 さな ユ ニ ッ トで した が 、 あ わせ て10ヶ 国 語 を カ バー す る語

学 の 才 能 に恵 まれ た 同僚 に 囲 まれ 、 政 府 内 外 の 多様 な 文 書 を 翻 訳 して い ま した 。'li時 は まだ コ ン ピ ュー ター のdLr{

及 す る前 の 時 代 で 、 高度 の翻 訳 支 援 技 術 な ど とい う もの は 存 在せ ず 、 まず 翻 訳 者 が 翻 訳原 稿 を タイ プ し、TI F-3き

の 校 正 原 稿 を タ イ ピス トに 渡 し最 終原 稿 を タイ プ して も ら うとい う形 式 で 作 業 を行 っ て い ま した。 た だ し 日本 語

だ けは 翻 訳 者 が タイ ピス トを 兼 ね な け れ ば な らず 、筆 者 が 和 文 タイ プ ライ ター で 一文字 一文字 を 打鍵 して い ま し

た 。 和 文 タイ プ は しろ う とが使 うと文 字 盤 上の 文字 を探 す の に相 当時 間 が か か り、 しか も ・字 で も間 違 う と また

最 初 か らや り直 し とい う、今 で は 考 え られ な い 効 率 の悪 さで した。 しば しば 残 業 を 余儀 な く され た この 和 文 タイ

プ ライ ター との 悪 戦 苦闘 の 日 々が 翻 訳 技 術 に関 心 を持 つ き っ か け とな った とは 、 い た っ て 単 純 な 動機 か と思 い ま

す。 こ と に内 務 省 の 援 助 で 第 一回 箱 根MTサ ミ ッ ト(1987年)へ の 参 加 が か な い 、第 ・線 のMT研 究 者 の 発 表 を

聞 く こ とが で き た こ とが 大 きな 岐 路 と な りま した。 な か で も ち ょ う ど当時 ニ ュ ー ジー ラ ン ドと接 点 の あ っ たDr.

Peter Tomaと お 会 い した経 験 は 、現 在 学 生 にMTの 歴 史 を教 え る際 の よ ろず 話 に とて も役 に ・裟って い ます。職 場

で の 労働 環境 改 善 とい う、い と も現 実 的 な 目的 か ら出発 し、MTサ ミ ッ ト参 加 が契 機 とな っ て 、大 学 院 で 翻 訳技 術

応 用 の 論 文 を 書 き 現在 に 至 っ た こ とを 考 え る と、MTと の縁 の深 さ を認 め ざ る を得 ませ ん。

機 械 翻 訳 お よ び翻 訳 業界 に期 待 す る こ と

【今 後 の翻 訳 支援 技術 へ の 期 待 な らび に 研 究 計 画 】

 も と も と映 像 メデ ィア 、仮 想 現 実 な どに 関 心 を持 って い た こ と もあ り、 数 年 前 か らテ レ ビゲー ムの ロー カ リゼ

ー シ ョ ンの研 究 を行 って い ます
。 ゲー ム の ロー カ リは字 幕 や 吹 き 替 え な どの 映 像 翻 訳 もか か わ っ て くる た め複 雑

な プ ロセ ス で す が 、 ビジ ネ ス ソフ トの ロー カ リと比 べ て ジ ャ ンル の幅 広 さ、 個 々の 商品 の独 自性 な どが ネ ッ ク と

な り、 現 在 の と こ ろ翻 訳 支 援 技 術 は あ ま り使 わ れ て い ませ ん。 そ ん な な か 、納 期 の 短 縮 や 、 ます ます 競 争 の 烈火

す る ゲ ー ム 業 界 で 、 海 外 の ゲー ム フ ァ ンの きび しい 要 求 に対 応 で き る 、 き め 細 か く、 か つ 効 率 の 高 い ゲー ム ロー

カ リゼ ー シ ョンの た めの 翻 訳 支援 技 術 が 開 発 され る こ とを期 待 す る と と もに 、 そ の プ ロセ ス に か か わ る こ と が で
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きればと願っています。 さらにコミュニティー翻訳な ど有機的な翻訳ネッ トワークと翻訳支援技術を融合させた

柔軟な翻訳環境構築などの研究案を模索中です。

会員名

榊 博 史(フ リー)/SAKAKI Hiroshi

自己紹 介

【KATE機 械 翻 訳 方式 の 開 発 】

 私 のMTと の 関 わ りにつ い て述 べ ます,,私 はMTの 研 究 をKDD(現KDDI)に お い て電 話線 に よ るデ ー タ伝 送

方式 の研 究 で 学位 取得 後1982年 頃 よ り開 始 しま した。この 際 の私 の年 齢 が40代 半 ば です か らず いぶ ん遅 い ス タ

ー トで あ った と思 い ます 。

 私 のMT関 係 研 究活 動 の 全 て は 英 日機 械 翻 訳 方式KATE(KDD Automatic Translation Engine)の 開発 に 関連

して な され た の で 、以 後 はKATEの 説 明 を行 うこ と に よ り自 己紹 介 に代 え させ て 頂 き ます 。 KATEの 開発 に は 私

の 他 に多 くの 同 僚 とKDD外 の 作 業チ ー ム が 携 わ りま した。

 KATEの 解 析 木 発 生 まで の 処 理 はVR.Pratt氏 が 提 唱 し当時 東r.大 ご在職 の 田中 穂 積 先 生(中 京 大)が 日本 に

紹 介 され てい たLINGOLに 、先 生 の研 究室 の修 士課 程 学 生 で あ っ た畝 見達 夫 先 生(創 価 大)が 改 良 を 加 え た 拡 張

LINGOLを 基礎 と してお ります 。 この 方式 はCFG規 則 を入 力 文 に 適 用 して 多 くの 解 析 木 を 組 織 的 に 発 生 す る 方

式 です 、,

 私 達 は拡 帳LINGOLに 、解 析 木 中 同 一 単 語 区間 上 に あ り同 一一最}二位 節 点 を持 つ 部 分 木 を、併 存 を示 すOR節 点

で ま とめ る1つ の 手段 を 導 人 しま した 、,これ に よ り天 文学 的 な 数 の 解 析 結 果 を1つ の 木 で 表 現 す る こ とが で き ま

す,、 さ らに 、 この よ うに して 構 成 した1つ の 木 に対 して フ ィル タ リン グを 施 し1つ の 解 析 結 果 を発 生 す る 手段 を

構成 し ま した,こ の 方法 は 絶 対 フ ィル タ リン グの 後 に 相 対 フ ィル タ リン グを 施す もの です 。

 絶 対 フ ィル タ リン グは 禁 ⊥L木とい う木 バ ター ン群 を 導 入 して 禁 止木 を部 分 木 と して含 む解 析 結 果 を 捨 て る とい

う方 法 で 行 い ます。 また 相 対 フ ィル タ リン グ は ス コ ア を持 つ排 他 木 とい う木 パ ター ン群 を導 入 して解 析 結 果 全 体

を 覆 い排 他 木 ス コ ア総 和 が 最 大 の解 析 結 果 をパ ー ザ ー 出力 とす る方 法 で 行 い ます 。 フ ィル タ リン グの 結 果KATE

の解 析 部 は 】つの 解 析 結 果 を発 生 す る こ とに な ります 。

 言語 変 換 は 排 他 木 に よ る被 覆 状 態 を保 存 した解 析 結 果 を 用 い て 被 覆 排 他 木 間 の 相=4立 置 を そ の ま ま保 ち な が ら

排 他 木 毎 に 目的 言 語 の 木 へ 変 換 す る とい う方法 で行 い ます 。 さ らに 目的 言語 生 成 は こ の よ うに して 発 生 した 目的

,亨語 木 の最 ド位 節 点 を 単 に左 か ら右 に走 査 す る こ とに よ り行 い ます 。

 KATEの プ ラ ッ トフ ォー ム はSymbolics、 DEC・VAX、 Sun-Solaris、 PCIAT(MS-Windows)と 時 代 と共 に 変

化 しま した が使 用 言語 は終 始Lispで 固 定 して お りま す。 メ ジ ャー な言 語 に変 換 す る場 合 、ユ ー ザ ー に よ る メモ リ

管 理 が 不 要 なJavaが 候 補 と して 挙 げ られ ます 。

 1990年 頃KATEは 収 容 単語 数12万 、解 析 用 書 き換 え規 則1500を 持 っ 実用 規模 の 方 式 に 育 ち ま した。 禁lh木

は 大略 蒔 き換 え規 則 に付 属 してお り、1つ の 書 き換 え規 則 は50程 度 の 禁 ⊥ヒ木 を持 ち ます 。排 他 木 の個 数 は 書き換

え規 則 の 個 数 と大 体 同 じです 。KATEは'll時 のKDD社 内 でCCITT(国 際 電信 電 話 諮 問 委員 会)文 書翻 訳 用 と し

て 野 垣 内 出 氏 に よ り試 用 され ま した が 商用 と して の実 績 は あ りませ ん 。 通 常 型KATEは 「榊 博 史;コ ン ピュー タ

翻 訳 技 術;電r情 報通 信 学 会;1993年 」 で 説 明 され て い ます 。
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 私 は1994年4月 明 星 大 学 に 転 出 しま した。 こ こで はKDDI殿 に よ るKATE使 用 の 御 許"fの も と 文例 駆 動 型

KATE開 発 を2000年 よ り開始 しま した、,これ は 文例 とそれ の 人 手で 構 成 した解 析 結 果 の 対 を 多 数持 つ ト リー バ ン

ク を構 成 し、 翻 訳 対 象 入 力 文 と定 め られ た 基 準 で 合 致 す る文 例 に 対 と して 付属 す る 解 析 結 果 の うち 合致 単語 に 対

応 す る部 分 を 前 述 の排 他 木 と して 取 り扱 い 、通 常 の排 他 木 と混 合 して 川 い つ つ解 析 を 行 う方法 で す 、 こ こ で は例

え ば 、 「7個 の 単語 の 出現 順 序 が 入 力 文 と同 一一で あ る 、 た だ し同 … 単語 間 に3単 語 以 ドの任 意 区 間 を 許 容 ・}一る」、

とい う合 致 文例 選 定 基 準 を用 い ます 。

 現 在 こ の 方 式 は約5万 文の ウ ォー ル ス ト リー トジ ャー ナ ル 文例 か らな る ト リーバ ン ク を使 川 してお ります 、,こ

こ に含 まれ る解 析 結 果 は も ち ろ ん通 常 型KATEの 文法 に 準 拠 した もの で す。 性 能 測 定 で は トリー バ ン クよ り試験

対 象 の入 力 文 を 選 び 、 この 入 力文 に対 す る パ ー ザ ー 解 析 結 果 とそ の 人 力 文に 対 と して 付 属 す る解 析 結 果の 比 較 を

行 い ます 。 この 際 、 両 解 析 結 果 の 共通 節 点 数 とパ ー ザ ー 解 析 結 果 の総 節点 数 の 比 で あ る 正解 節 点 比 率 を性 能 指 標

と します 。

 文例 駆 動 を 導 入 した場 合 の改 善 効果 に つ い て述 べ ます 。 文例 駆 動 の導 入 が 無 い通 常 型KATEに お け る111解節 点

比率 は 平均80%程 度 です 。7単 語 が 文例 と 一致 す る入 力 文 の 割 合 は 全 体 の9%で す が 、 こ の9%の 人 ノJkに っ い て

は 正解 節 点比 率 に お い て 平均9%の 改 善が 認 め られ ます 。KATEの 場 合 文法 が 精 密 な の で 文例 解 析 結 果を 作 成 す る

に 際 し熟 練 と多 くの 作 業 量 が必 要 な た め 、 さ らな る性 能 向1二に は 困 難 がr想 され ます 。 文 例駆 動 型KATEにIYIし

て は 「Hiroshi Sakaki;An Approach to Corpus Driven MT;pp67-74 Proc. PACLING 2005;2005年 」で 説 明

され て い ます 。

 私 は2008'1`3月 明 星大 学 を 定年 退職 し趣 味 の 一環 と して 、 これ ま で構 成 した 文例 駆 動 型KATEの 説}リ1資料 の

作 成 を 始 め る と共 に 、 この 方 式 の性 能 向Lに つ き検 討 を続 け て い ます、、

機 械 翻 訳 お よ び 翻 訳 業 界 に 期 待 す る こ と

 私 は これ まで の経 験 か ら、 自然 占語 文解 析 を少 数 の相 互矛 盾 の な い 規 則 を用 い て行 うこ とが で きな い 以L、 解

析 の精 度 を1:げ るた め に は 正 解 析 例 の 膨 大 な 集 合 す な わ ち トリー バ ン ク を 用 い る必 要 が あ る と 考 え て い 気す 、

Penn Treebankの よ うに 書 き 換 え 規 則 右 辺 の 項 が 多 い フ ラ ッ トな 形 式 の解 析 結 果 の 作 成 は 容 易 な の で 、 KATEの

よ うな過 去 の遺 産 が な い 場 合 は フ ラ ッ トな構 造 を選 ぶ 方 が よい よ うに 見 え ます 、、何 らか の 形 式 の トリー バ ン ク導

入 に よ る さ らな る翻 訳 精 度 の 向Lを 機 械 翻 訳 業界 の 皆 様 に期 待 した い と思 い ます 。

AAMTへ の ご要 望

 現 在 計h[:9'I」語学 分 野 の 興味 の 中心 は 、1980年 代 はMTで した が 現 在 は"自 然 、ξ語 を 計算 機 に よ り分 析 す る こ と"

とい う人 文科 学 的 方 向 に移 行 してお り ます 。 これ に 対 してAAMTの 取 り扱 い 分 野 はMTと 翻 訳 で あ るの で 、 MT

が 興 味 の 中 心 で あ る 計 算 言語 学 研 究者 に とっ て 貴 協 会 は ホ ー ム グラ ウン ドの よ うな 存在 です,,現 在AAMTジ ャー

ナ ル に は 報 告 的 な 論 文が あ る が 初 発 表 の オ リジナ ル 論 文 が 少 な い よ うに 見 え るの で 、 多数 の オ リジナ ル論 文の掲

載 を 要 望 い た し ます 。

41



会員名

諏 訪 秀 策(メ デ ィカル シ ステ ム コ ンサ ル タ ン ト(株))/SUWA Shusaku

自己 紹 介

 私 の 現 在 勤 め る 会社 は翻 訳 業 に属 す る 会社 と 云 え ます 。科 学 技術 振 興機 構(JST)の 文 献情 報 デ ー タベ ー ス の 作

成(抄 録 ・索 引)の 受 託 、 そ の他 広 く翻 訳サ ー ビス を行 っ てい ます 。

 私 が 機 械 翻 訳 と係 わ りを持 っ た の は 、 元 の 口本 科 学 技 術 情 報 セ ン ター(JICST)の 技 術 管 理 室 に在 職 して い た

頃 に 遡 ります 。 当時 、 国 際 的 な情 報断 絶 回避 、海 外 へ の 情 報 発 信 を め ざ し、昭 和57～60年 に か け て科 学 技 術

庁 の 科 学 技術 振 興調 整 費(振 調 費)で 行 われ た 「日英 科 学 技 術 文 献 の 速 報 シス テ ム に 関 す る研 究 」が あ りま した。

'!jII!}なぜ か 「機 械 翻 訳 」 とい う言葉 は使 っ て は な らな い と云 われ て い ま した が 、 内容 は ま ぎれ も な く 「機 械 翻 訳 」

で した。 私 の 認 識 レベ ル で は 、翻 訳エ ン ジ ン ・文法 規則 は 京 大 、 形 態 素 解 析 ・生成 、用 言 辞 書 は 電 総 研 、 体 言辞

吾はJICSTが 分担 した と記憶 して い ます 。 これ が い わ ゆ る ミュー プ ロ ジ ェ ク トと云わ れ て いた もの です 。

 'li時の 研 究 担 当者 は 、 京 大 が 長 尾 真 教 授 、辻 井 潤 一助 教授 、 中 村 順 一 助 手 、電 総 研 は 坂本 義 行 主 任 研 究 官 で 、

JICSTで は 鳥海 剛 参 事 が係 わ りま した。 JICSTで は 事 務 局 を最 初 小 野 脩 一が 、 後 に 私 が 引 き継 ぎ ま した 。

 これ は 、JICSTの 科 学 技 術 文 献 速 報 の電 気 工学 編 の 日本 語 抄 録 記事 を英 文 に翻 訳 す る も の で したが 、翻 訳 実 験

的 に 行 われ た もの で 、JICSTの 日常 業務 に使 用 す る 実用 シ ス テ ム の 開発 を 引 き続 き行 うこ とに な りま した。 これ

は 、 昭 和61～63年 に シ ステ ム 開 発 が 行 われ ま した。 これ に は 京 大 の 長 尾 真 教 授 、辻 井 潤 一助 教授 、 中村 順 一

助 アの ご助 力 の元 に翻 訳 エ ン ジ ンは 東 洋 情 報 シ ステ ム(TIS)にC言 語 で の開 発 を依 頼 しま した 。 これ らに 関 し

て 、JICSTの 担 当 の 芦崎 達雄 を 京 大 に 国 内留 学 させ て頂 くな ど京 大 に は 大変 お 世 話 に な りま した 。 これ の 開発 終

盤 で 、私 は他 の 部 署 に 異 動 しま した が 、 後 は 富 永勲 、芦 崎 が 引 き継 ぎ、 国 内 文 献 の海 外紹 介 の た め のJICST英 文

デ ー タベ ー ス の作 成 に実 用 され ま した 。

 JICSTの 口英 翻 訳 シ ステ ム は 、 科 学 技 術 と医 学 向 け に辞 書 が 特 化 され て い ま す が 、 当 初 の 大 型 機 用 が そ の 後

WS化 、 PC化(Mac版 、 Windows版)が 図 られ 、 Windows版 が 日英翻 訳 ソ フ トST1 , ST2と して市 販 され ま し

た、,JICSTは 現 在JSTに 改 組 され て お ります 。

機械翻訳および翻訳業界に期待すること

 私は、他人に機械翻訳の紹介をする時は、「機械的翻訳」と云って紹介 しています。「古池や蛙飛び込む水の音」

を翻訳機にかけると、占池 も一緒に飛び込みますよと。実は、これで使い物にならないとは短絡的にはならず、

辞書の充実でいつか人間個人のレベルを超えるといっています。英 日翻訳ですが、すでに医学分野では、各人が

ばらばらに翻訳をせず、まずある機械翻訳 ソフ トで下訳を作れ と指示 されている会社の事例を知っています。 ま

たある大学で、学生に英文を作らせるとろくな英文にしかならないので、まずJICSTのPC版 の日英ソフ トでや

るようにという事例も聞いています。

 JICSTの 実用翻訳の経験では、日本語の文章は1文80字 以内であれば、翻訳精度が良いとされ、日本語抄録

の作成基準にも取り込まれました。

 辞書の絶えざる充実と日本語文章の簡潔化が、機械翻訳の将来を明るくするものといえます。幸い漢字の使用

が、文章の明確化に貢献してお り、日英翻訳の将来は明るいと云えます。
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 それにひきかえ英日翻訳は英単語の多義性のため、徹底 した専門辞書の開発が必要とされるようです、,でも、

医学分野のように実用に入ってきた分野も出てきたようです。

 最近感心したことは、双方向翻訳がリアル タイムで可能になってきた技術進歩です。 日本語を人れると英語が

出力 され、それが逆翻訳されその英語が日本語に訳されて、即座に発信者が信z性 を確かめられるというもので

す。これの活用が進めば機械翻訳の普及が大いに進む ものと思われ ます。

AAMTへ のご要望

 本会への加入は、前身の 日本機械翻訳協会の創立時の加入で、以後ずっと加入を継続 していまず 、毎年1回 の

講演会 ・総会には可能な限 り出席させて頂き勉強させてもらっています。 また国会図書館長尾真館長、辻井潤 一

東大教授、元電総研坂本義行さんなど旧知の方々と時々お会いできる場を提供 して頂き感謝 してお り圭す、、
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  協会活動報告

(2008年10月 ～2009年1月)

理事 会(E-mailに て議論)

2008年10月31日 ～11月14日

    AAMT機 械 翻訳 課題 調査 委 員会WG1テ ス トセ ッ ト公開 承認

2008年11月25日 ～12月9日

    AAMT海 外支 部創 設 に関す る承認

機械翻訳課題調査委員会

2008年10月3日(2008年 度 第6回)

    ① 下畑 さよ り氏(OKI/AAMT-Japio特 許翻訳委員会委員)の ご講演

    ② 前回委員会の議事録の確認

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容の報告(各WGか ら)

    ⑤活動内容についての議論           ⑥まとめと次回委員会について

2008年11月13日(2008年 度 第7回)

    ① 前回委員会の議事録の確認

    ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容についての議論

2008年12月17日(2008年 度 第8回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

2009年1月26日(2008年 度 第9回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

AAMTIJapio特 許翻訳研究会

2008年10月3日

    ①前回記事録の確認

    ③次回の開催について

2008年10月31日

    ①前回記事録の確認

    ③次回の開催について

③活動内容の報告(各WGか ら)

⑤ まとめと次回委員会について

② 前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ まとめと次回委員会について

② 前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ まとめ と次回委員会について

②今年度の研究内容について

②今年度 の研究内容について
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2008年12月12日

    ①前回記事録の確認

    ③次回の開催について

②今年度の研究内容について

2009年1月23日

    ①前回記事録の確認

    ③次回の開催について

②今年度の研究内容について

編集委員会

    MLに て最新号の進捗打合せ及び次回委員会の開催 日調整。

イ ンターネ ッ トWG

①AAMTホ ー ムペ ー ジ の更新(毎 月)

②AAMT Forumメ イ リン グ リス トの管 理

③AAMT Forumへ の情報発 信(月 数 回)

④ 委員 会活動 にお ける メイ リン グ リス トの 管理

⑤ 会員 専用 ホー ムペ ー ジ開設 にむ けた 準備

⑥ そ の他 事務 局 ネ ッ トワー クのイ ン フ ラ管 理全般
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            <事 務局か らのお知 らせ>

AAMT初 代会長の長尾真先生が平成20年 度 文化功労者 に選 出 され ま した。

 ノ鱒
"

一1

幾煽
〆 嘆

第18回 通常総会にて ご挨拶 をされ る長尾先生

AAMT初 代会長であ り、AAMT理 事 を勤 められてお ります、長尾真先生(現 ・国立国会図

書館館長)が 、情報工学 ・学術振興の分野における多大な業績 により、平成20年 度文化功

労者に選出されま した。心よ りお慶び申 し上げます。
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MT Summit XII開 催 の ご 案 内

 26-30August 2009

0ttawa, Ontario, Canada

Association for Machine Translation in the America(AMTA)主 催 に よ る第12回 機械 翻 訳

サ ミ ッ ト(MT Summit XII)が 来 る2009年8月 、 カナ ダの オ タ ワに て開催 され ます。

MT Summit XIIは 機械 翻訳 分 野 の研 究 者 、開発 者 、ユ ー ザ等 の幅広 い 関係者 を対象 と して

お り、主要 な学術 、 民 間、政 府機 関等 に よ る最 新 の研 究発 表 やデ モ ンス トレー シ ョンがr

定 され てい ます。

サ ミ ッ トの本 会議 に おい て は、研 究 論 文発 表 、ユ ー ザ レポー ト、招待 講 演 、パ ネル 討 論';is

が用 意 され て お り、 更 に、本 会議 前後 の拡 張 プ ロ グラム と して 、チ ュー トリアル 、 ワー ク

シ ョ ップ、デ モセ ッシ ョン等 が予定 され てお ります。

機 械 翻 訳 にか か わ る幅広 い層 の 参加 者 が 一堂 に会 す る こ とに よ り、 言語 障 害や で デ ジ タル

デ ィバイ ドを克服 す るた めの議 論が 活発 に行 われ るもの と期 待 して お ります。

MT Summit XIIへ の皆 さまか らの多数 の参加 をお待 ち申 し一Lげてお ります 。

【日 時 】2009年8月26日(水)～30日(日)

【会 場 】The Fairmont Chateau Laurier Hotel

   lRideau Street, Ottawa, Ontario, Canada, KIN8S7

   TEL(613)241-1414

   FAX(613)562-7030

   URL http:〃www.fairmont.com!laurier1

【チ ュー トリアル 】2009年8月26日(水)

【本 会議 】2009年8月27日(木)～29日(土)

【ワー クシ ョップ】2009年8月30日(日)

プ ログラムの詳 細及び参加 申込等 は、公式 ウェブペー ジを ご参 照 くだ さい。

          http:〃summitxii.amtaweb.ors
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一
AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学大学院システム情報 丁二学研究科

        知能機能システム専攻

           宇津呂 武仁

AAMTジ ャ ー ナ ル [コ44 を お 送 り し 圭 す 、、

今 り・で は 、 まず 、2008年 度 総 会 開 催 を受 け ま して 、 長 尾 賞 を 受 賞 され た IX11体の うち、 シャ ー プ株 式 会 社 の佐 田

い ら/・氏 よ り、受 賞 を記 念 した ご寄 稿 を頂 き ま した,,

こ こ数年 、機 械 翻 訳 に と どま らず 、 日本 語 の 機 械 処 理 全 般 、 あ るい は 日本 語 教 育 支 援 等 の 分 野 に お い て 、 計 算機

Lに お け る 日本 語 の取 り扱 い を容 易 にす る こ と を 目的 と して 、 「体 語 を規 格 化 す る、 あ るい は 、 そ の た め の 難 易

度 測 定 を 実 現す る 、 とい っ た 試み が 始 め られ て い ます 。 そ こで 今 号で は 、 産 業界 お よび 学 界 か ら、 そ の よ うな 試

み に つ い て 紹 介す る ご寄 稿 を 頂 き ま した。

産 業 界か らは 、JETROに お け る 「BJTビ ジ ネ ス 日本 語 能 力 テ ス ト」 の 試 み に つ い て 、 ま た学 界 か らは 自然 言語

処 理 分 野 、 お よび 「]本語教 育 支援 分 野 のそ れ ぞ れ か ら、 一 件 ず つ プ ロ ジ ェ ク トの 紹 介 を ご寄 稿 頂 き ま しだ,な お

JETROか らは 、別 途 茜葉 と人材 に 関す る連 載 記 事を ご寄 稿 頂 き 、今[・1より掲 載 が 始 ま りま した 。

・方
、近 年 、特 に 学 術 分 野 に お き ま して 、統 計 的機 械 翻 訳 技 術 を 言三流 とす る研 究 開 発 の 大 き な潮 流 が続 い て お り、

評 価 コ ンテ ス ト型 の もの を 含 む 、 い くつ か の 国際 会 議 が 開催 され て い ます 。 そ こで 、そ れ らの 会 議 の 参 加 報告 、

な らび に評 価 コ ンテ ス トの 動 向 報 告 に つ い て 、 ご寄 稿 頂 き ま した。

主た今}」・の 巻頭 言は 、AAMT理 事 で あ られ ます 、株 式 会 社 イ ン ター グル ー ブ 代 表 取 締 役 小 谷 泰 造 氏 に ご執 筆 頂 き

ま した,,そ の 他 、 今,;に お き ま して は 、通 常 の,,一と同様 の企 画 を掲 載 してお ります 。 「AAMT会 員 の ひ ろ ば 」 の

企 画 にお き ま して は 、 法 人 会 員 の 紹 介 文2件 、個 人 会員 の紹 介 文4件 を掲 載 しま した。
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